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日
本
蔽
動
詞
現
在
時
形
態
論

四

こ
六
七一
）

Oskar
 Nachod ,
 Bibliographie

 von
 Ja
pan

 1
927
 1
 1929 ,
 Leipzig

 1931
の
S .
334
は細広仰可
を
起
さ

ラ
ー

デ ル）
氏
の
御
好
意
に
よ
り 、
共
の
御
所
蔵
本
を
繹
者
が
暫
時
拝
借 、
数
年
に
亙

マ ツ
オ
キ
9

)

氏
は
今
や
五
十
歳
に
垂
と
す
る
プ
ル
ジ
ョ
ア
出
身
の
人
で
あ
る
さ
う
で 、
瓶
箸

奥
付
に
よ
る
と

外
に一
九―
―
ー

ニ
九
年
に
亙
り
十
六
柿
の
論
文
を
痰
表 、
民
族
駆
傾
向
の
東
洋
駆
者
且
最
近
で
は
政
治・
経
邪
方
而
に

も
及
ぶ
日
本
通
と
し
て一
版
の
士
な
る
事
が
分
る。
引
用
文
献
は
可
な
り
翌
富
で
あ
っ
て
数へ
ら
れ
る
所
が
多
い0
Rodrigue

 
N

の
所
論

Landresse
佛
諜
本
で
瘤
ま
せ
て
ゐ
る
の
は
無
理
も
な
い
が 、
昭
和
三
年
列
行
邦
語
文
法
書
を
無
親
し
な
い
駆
な
ど
は
裳
さ
な
け
れ

ば
な
る
ま
い。
鋸
語
闊
係
の
大
部
分
を
除
い
て
は 、
多
々
羅
濱
釘
付
の
身
も
昭
和
の
文
述
は
殆
ど
全
部
原
書
に
裳
る
を
得
る
様
で
あ
る。

祁
文
は
此
の
種
の
性
質
上
原
意
正
確
を
主
眼
と
し 、

認
語
も
出
来
る
だ
け
統
制
（
但
し『

方
言』
前
掲
競
拙
謁
と
は
必
し
も一

致
し
て
ゐ

な
い）
を
保
つ
事
と
し
た。
Ho
ff
mann
(
英
蘭
文
本
共
頁
付
は
全
く
同
じ）
の
鰈
者
不
明
獨
認
本
(-
八
七
七
年 、
頁
付
は
筵
中
か
ら
少

し
づ
れ
て
ゐ
る）
や
Aston
口
語
文
法
の

I
^raetzer

佛
朦
本
(-
八
七――一
年）
の
到
照
迄
は
膵
者
に
於
て
も

裳
分
お
斯
り
し
度
い
が 、

Aston
文
語
文
法
は
再
版
本（一
八
七
七
年）
と 、
Cha
mberlain

文
語
文
法
は
玲
行
本(-
九
二
四
年）
と

（
酋
は
繹
者
が
是
等
し
か
逝
用

出
来
な
い
の
だ
が） 、
Lange
口
語
文
法
は
獨
文(-
八
九
0
年
初
版）
三
版
本(-
九
二
二
年）
と 、
Plaut
口
語
文
法
は
獨
文
本(-
九
0

を 原
著
者
Nikolaj
Macokin
 (ニ
コ
ラ 4

つ
て
本
誌
上
へ
邦
語
化
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る 。

日
H
本
狼
数
授
Johannes
Rahder
 (
ヨ
ハ
ネス

こ
そ
遂
咋
今
で
あ
る
が
共
道
の
人
な
ら
直
に
首
肯
す
る
殊
に
我
々
に
は
近
付
き
難
い
衰
料
な
の
で
あ
っ
て 、
和
瑚
は
Leiden
大
娯
の
祝

せ
る
し 、

従
つ
て
雑
誌『
方
言』
第
四
巻
第
十
琥「
琉
球
語
特
輯
跳」（
昭
和
九
年
十
月）一
七
九
頁
下
は
訂
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い。
出
版

0
0
3

 <'.'
0
0
0
0
0
0

 

兎
も
角
初
め
て
多
元
論
を
主
張
す
る
黙
に
於
て
原
報
は
日
本
言
語
學
書
中
近
来
の一
大
論
文
な
の
で
あ
る 。
別
に
英
謁
書
と
て
は
あ
る

0
 0
 0
 0
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で
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く 、
此
の
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母

昔

四
年）
や
英
文(-
九
0
五
年
初
版）
再
版
本(-
九
二
六
年）
と 、
Mac,

 Govern
口
話
文
法
は
Spal'
vin

露
認
増
訂
本(-
九
三
三
年）
と

そ
れ
人
＼
封
照
を
敢
て
し
て
骰
い
た。
本
文
下
側
欄
外
細
註
は
幸
に
各
祁
苺
に
番
銚
が
改
ま
る
仕
糾
な
の
で 、
認
文
で
は
各
章
末
へ
原
文

通
り
の
番
琥
の
他
て
継
め
得
た
し 、
一
三
一
頁
柿
註
冗
箇
は
各
本
文
闘
係
箇
所
へ
抑
入
す
る
事
と
し
た 。
術
語
や
邦
語
さ
て
は
引
用
文
も

露
繹
し
た
も
の
の
み
を
以
て
通
し
た
い
ら
し
い
原
著
者
の
主
義
は
認
者
も

可
成
的
嘉
守
す
る
方
針
で
あ
る。
Cha
mberlain

や
Spal 'vi
n

も
今
や
故
人
で
あ
る
車
な
ど
は
韻
者
宜
し
く
了
察
さ
れ
度
い。
符
琥
も

《
》
は
「
」
に
改
め
た
以
外
は
殆
ど
元
の
俵
で
あ
る
が 、
〔
〕
は

特
に
原
著
原
語（
大
部
分
は
基
本
形
に
改
め
て）
を
示
し 、

[
]
は
原
蒋
に
無
い
も
の
を
示
し 、

太
字
片
仮
名
は
強
さ
ア
ク
セ
ン
ト

を
示
す

の
で
あ
つ
て
何
れ
も

認
者
の
老
婆
心
に
由
る
の
で
あ
る。
活
字
の
幽
係
上
鋸
文
字
は
凡
て
欧
大
陸
式
羅
馬
字
（
そ
れ
も

學
術
上
國
際
的
の

も
の
を
選
ん
で）
に
書
改
め
た
が 、
是
に
就
て
は
念
の
為
左
記
を
参
照
さ
れ
度
い。
露
文
字
を
到
照
す
る
事
は
是
亦
活
字
の
都
合
上
断
念

而
も

識
者
に
は
梢
々
冗
長
な
る
説
明
を
敢
て
し
た。
末
尾
趾
表
は
勿
論
認
者
の
作
製
に
係
る
の
で
あ
る。

a,
 o,
 u
は
ア 、
オ 、
ウ0
0
は
ア
ク
セ
ン
ト

の
無
い
時
は
ア
と

猿
す
る
の
が
椋
準
的 。

字
が
存
す
る。

i
,
 e,

 e
は
共
儘
で
常
に
也
行
昔
イ 、
ィ

エ 、
ヨ
で
あ
る。

但
し
6

は
ア
ク
七
ン
ト

あ
る
時
に
限
る
が 、
符
黙
は
露酪
文
字
に
於
て

さ
へ
害
か
な
い
の
が
普
通
故 、
e
と
は
可
な
り

紛
ら

は
し
い
の
で
あ
る。

y
は
唇
は
イ
も
て
舌
は
ウ
も
て
出
す
昔
で
あ
り 、
西
欺
に
は
普
通
賜
か
れ
な
い
が 、
琉
球
地
方
に
は
存
し 、
叉
東
北
地
方
に
は

似
た
昔
が
あ
る。
封
應
す
る
也
行
音
に
は
文
法
上
前
拇

i

が
該
営
す
る。

8
は
繹
者
が
便
宜
上
工
夫
使
用
す
る
も
の
で
あ
っ
て 、
阿
行
の
エ
で
あ
る。
殆
ど
外
来
語
の
み
に
現
れ
る。
鉗
應
す
る
也
行
昔

文

學

研

究

第
十
五
輯

到
應
す
る
也
行
音
に
は
特
殊
の
呼壁
文

（一
六
七
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H
本
熙
勁
阿
現
在
時
形
態
諭

子

昔

ス
ラ
ヴ
言
語
學
上
所
謂
「
硬
母
音」
は
a ,
o ,
 u ,
 y ,
 
;i

で
あ
り 、
「
軟
母
音」
は
ja ,
e ,
 ju ,
 i ,
 e
で
あ
っ
て 、

前
述
の
如
く
対

應
す
る。

二
重
舟
音
a
j,
ej ,
 ij
等
が
共
夕
仔
す
る。

長
短
の
腐
別
は
無
い
の
で
あ
っ
て 、

弛
さ
ア
ク
セ
ン
ト

の
存
す
る
所
を
他
よ
り
も

梢
々
長
い
目
に
窄生
す
る 。
ア
ク
セ
ン
ト
の
位

悩
及
び
移
動
は
英
語
と
共
に
頗
る
困
難
で
あ
っ
て 、

符
琥
は
晋
通
書
示
さ
な
い
習
慣
で
あ
る。

C
11

3m
 ts ,
 �mi

 N
》

T
洛
ch,

�
[;j
 tsch,

 
j

 "＂3序
y,
1
mi
 j

,
 

s
 11
 5f:
 sh,
 f
iJ

l
l

 ch,
 翠
辛
sch,

z
 11
 M

l
 

j

,
 

位
の
外
は
別
に
示
す
迄
も

無
い。
結
合
音
究

（
但
し

痰
昔
は
竺←
近
く
て
も
よ
い）
に
は
特
殊
の
露
文
字
が
存
す
る。

有
璧IS
が
語
尾
に
あ
っ
て
而
も

句
切
れ
の
時
は 、
無
控
音
と
な
る
の
は
獨
逸
語
の
如
く
で
あ
る。

翌
笠
結
合
を
す
る
時
は
種
々
通
則
や
例
外
が
あ
る
が 、

有
璧曰
と

無
璧曰
と

接
す
る
時
は 、

獨
逸
語
の
如
く

逆
行
同
化
を
採
つ

て 、
babka
は
bapka ,
0
 tzyく
は
odzyf

等
と

裔
音
さ
れ
る
事
だ
け
は
記
憶
せ
ね
ば
な
ら
ぬ。

所
謂「
硬
子
音」
即
ち
非
口
盗
化
子
音（
普
通
の
も
の）
に
封
應
す
る
「
軟
子平日」
卯
ち
口
蓋
化
子
音（
也
行
拗―
音
に
近
い
も
の）
が
什

し 、

害
く
時
は
元
来
各
硬
軟
音
符
を
子
昔
の
後
へ
附
し
て
差
異
を
示
す
の
で
あ
る
が 、

前
者
は
新
式
正
書
法
と
同
じ
く

分
離
符

と
し
て
語
間
に
存
す
る
場
合
に
の
み

9

符
を
以
て
示
せ
ば
11

牛
り 、

後
者
は
凡
て
の
場
合
特
殊
露
文
字
使
用
法
の
代
り
に
同
じ

＜
；

符
を
以
て
示
す
事
に
す
る。

硬
子
音
の
後
へ
軟
母
音
が
直
に
紋
い
て
杏
か
れ
る
時
は 、

囲
は
軟
子
音
の
後
へ
硬
母
音
が
絞
<-

音
控
結
合
と
な
る
の
で
あ
っ
て

例
へ
ば
menja

は
m'
en'
a
と

褻
昔
さ
れ
る
の
が
原
則
で
あ
る
が 、

語
間
子
音
の
後
に
硬
軟
音
符
が
在
す
る
時
は
後
絞
軟
母

背
は
該
子
音
を
軟
音
化
し
た
上
に
自
身
は
矢
張
り
更
に
獨
立
し
た
也
行
に
痰
音
さ
れ
る
。

叉
c,
s,

 z
は
常
に
硬
音 、
e

及
び

は
前
掲
eo
 

四

（
一
六
七――-）

X
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採�
は

奇
奴

蕊
十

臣
蓋

臣
互

(
1

➔
 く

ギ
臣

）

廷
廷

菩
ユ

者
：泣

�
Q

ゃ
袋

心
条

,
£,{

茎
至

送
は

三
.s;;-

Iこ
羨

ぐ
嘩

句
穿

諜
豆

砂
砂

聾
応

Q
0

 

念
係

揺
g

�
!.1

匡
掌

や
匡

如
記吋

堂
廷

l
毎

8
巨

王
悉

な
硲

0
\...J

'
栞

そ
祗

産
は

阜
迄

1-j-..
:� こ

竺
＇

翠
｛

廷
h

i甘口廷
g

,
X

·
X

-0中
心

や
,.

\\" : 甘二竺
V

沢
伸

や
や

や
心

臨
廷

や
硲

,-0
0 

英
國

派
術

語
用

法
ー

！を
表

著
者I

A
s

t
on

 
I 

C
h

a
m

b
e

r
l

a
i

n
 

I 
S

a
n

s
o

m
 

書
名I 

W
ritten 

I 
Spoken 

I 
W

1itten 
I 

C
olloquial 

I 
ll

isto1ical 

未
然

形
1

N
egative 

·B
ase 

I 
N

egative 
B

ase 
I 

N
egative B

ase or 
Im

perfect 
Fon

n
 

連
用

形
I

A
dverbial Form

 
I 

S
tem

 or 
I 

Indefinite 
Fo1m

 
/ 

A
dverbF iao l im

 
or Conjunctive 

Indefinite 
Form

 

辿
骰

形
1

A
ttributive 

Form
 

or 
I 

A
ttributive 

Form
 I 

D
efinite 

Form
 

j 
A

ttlibuF tio v1 e 
,

n
 or S

ubstantival 
S

ubstantive 
Form

 

終
止

形
/

Co
nclusive 

Form
 

/ 
P

rese
nt Indicative 

/ 
C

onclusive 
Fonn

 
j 

CF eiut i:山ai·e n P
res

ent or j 
P

re dic ative 
Fo1 m

 

巳
然

形I
P

erfect 
Form

 
I 

C
onditional B

ase I 
C

onditional 
B

ase 
I 

P
erfect 

Fo1m
 

各
國

術
語

用
法

比
絞

表
（

相
釘

的
）

i 

日
I 

語
根

I 
語

幹
I 

語
基

I 
語

尾
I 

接
尾

僻

英
I 

root 
I 

stem
 

I 
base 

I 
tei·m

inatioµ 
I 

suffix 

獨
I 

W
urzel 

I 
S

tam
m

 
I 

E
ndung 

I 
Suffix 

佛
I 

racm
e 

I 
radical 

I 
desinence 

I 
suffixe 

露
I 

!w
ren' 

I 
osnova 

I 
okancanie 

I 
suffiks 

-” 



日
本
謡
帥
同
現
在
時
形
態
論

本
箸
作
に
於
て

5行

者
は
日
本
語
の
最
も

錯
雅
せ
る
問
題
の―
つ
の
力
相
党
の
解
決
と 、

四
五

（
一
六
七
五）

そ
し
て
共
に
よ
っ
て 、

を
有
し
叉
日
本
語
を
数
投
す
る
人
に 、
此
問
題
に
於
て
衝
突
が
起
つ
て
ゐ
る
不
可
得
有
る

錯
綜
及
ぴ
異
説
を
探
究
す
る
助
力
と
を 、
典
へ

第一
編
に
於
て
は
新
文
法
の
異
説
と

矛
盾
と
に
於
て
恋
文
法
が
演
す
る
役
割
を
指
示
す
る
と

共
に 、
現
在
時
語
尾
に
就
て
の
新
怒
獣
文

法
の
見
解
か
解
説
さ
れ
て
あ
る
の
で
あ
っ
て 、
加
之
現
在
時
語
尾「
得
る」
説
が
解
誂
さ
れ
て
あ
り 、

共
蒟
弱
な
方
面
と

矛
盾
と
の
凡
て
が

記
さ
れ
て
あ
っ
て 、
披
後
に
獨
立
の
探
究
的
な
常
が
辿
ぺ
ら

れ
て
あ
る
の
で
あ
り 、

共
に
よ
つ
て 、
現
在
時
語
尾
は
其
形
と
活
用
と
の
凡

第
二
編
に
於
て
菊
者
は
J .

Ho
ff
mann
に
よ
つ
て
初
め
て
述べ
ら
れ
た
閤
裁
に
於
て
解
説
す
る
の
で
あ
つ
て 、

て
に
於
て
形
態
質
，
1
`

で
あ
る
事
が
解
る
の
で
あ
る。

よ
う
と
志
す
の
で
あ
る 。

序

説

日
本
語
に
兎
に
角
典
味

そ
れ
か
ら

受
身
相
形
態

あ

る

現
在
時
語
尾「
得
る」

説
に
は
日
本
語
賦
文
法
史
的
展
開
に
よ
つ
て
受
身
叉
は
受
身・
可
能
相
の「
在
得
る」
説
か
連
結
さ
れ
る
が
故
に 、

ヽ
ヽ

ヽ會
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る。

一
九
こ
九
年
【
昭
和
四
年】
七
月
二
十
四
H

浦
班
斯
徳

工

ヌ

工

ム

調
究
を
典
へ
る
の
で
あ
り 、

共
に
よ
つ
て 、
此
相
の
接
尾
僻
は
現
在
時
語
尾
に
何
等
の
欄
係
を
有
し
な
い
と

云
ふ
事 、
そ
し
て
受
身
動
詞

に
於
て
は
現
在
時
範
呟
が 、
凡
て
の
共
他
非
受
身
勁
詞
に
於
け
る
と
同
様
な
形
態
質
＇

1
`

に
よ
つ
て
標
記
さ
れ
る
と

云
ふ
事
が
解
る
の
で

]•
 Ho
ff
mann
に
よ
つ
て
述
べ
ら

れ
た
説
は 、
共
起
源
に
よ
れ
ば
古
風
の
受
身
動
詞
で
あ
る
ら
し
い
或
第
二
活
用
自
動
詞
に 、
共
現
在

時
終
結
形
が
鉗
應
第一
活
用
自
動
詞
同
上
時
稲
終
結・
限
定
形
と
同一
で
あ
る
第
二
活
用
自
動
詞
に
も
亦 、
最
後
に
特
に
可
能
相
動
詞
に

も
罵
れ
る
が
故
に 、
著
者
は 、
是
等
動
詞
に
於
て
は
現
在
時
範
喘
は
動
詞「
得」

1ヽ
と

何
等
の
述
結
を
も

有
せ
ざ
る
同一
形
態
質
，

1
`

を
常
に

表
現
す
る
と

云
ふ
事
を
明
示
す
る
為
に
は 、
其
等
の
形
態
論
に
も
亦
闘
係
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た。

是
と

共
に 、
I•
Ho
ff
mann

説
は
共
々
の
閤
裁
で
殆
ど
全
現
代
欧
文
法
に
採
用
さ
れ
て
あ
る
が
故
に 、
著
者
は
後
者
に
よ
つ
て
解
説
さ

れ
て
あ
る
次
第
を
桧
討
し 、

加
之
共
等
が「
哲
眼
的」
思
索
以
外
は
言
語
事
宜
と

思
は
れ
る
何
物
を
も

典
へ
て
ゐ
な
い
と

云
ふ
事
を
顕
し
た

が 、
其
結
果
と
し
て
著
者
が
現
在
時
語
尾
形
態
及
び
受
身
共
他
動
詞
構
造
の
領
城
に
到
逹
し
た
全
結
論
は
明
瞭
に
成
功
し
て
ゐ
る
の
で
あ

あ
る。

文

學

研

究

第
十
五
輯

四
六

（
一
六
七
六
）
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日
本
語
動
岡
現
在
時
形
態
論

目

【
省

略
】

四
七

六
七
七

次



＜
 

B•
 H.
 Cha
mbe
rlain

 〔B .
X・
Ce
mb;i
rlen)

 ('"
ェ
i

バ

辿
形
と

呼
ぶ
日
本
語
動
詞
形
語
尾
で
あ
る
も
の
に
就
て
の
問
題
は
多
く
の
理
由
に
よ
つ
て 、
欧
羅
巴
及
ぴ
露
西
亜
の
日
本
語
文
法
に
扱
は

第
一

節

學

研

現
在
時
語
尾
に
就
て
の
問
題
が
何
故
大
な
る
注
意
に
値
す
る
か【一
頁】

第
一

章

b
しえノ

第
十
五
斬

叫】
が
現
在
時 、
E .
G .
 Spal'
vin

 [>< 。ハ
ルヴ

ィ ヌ】
敬
授
が
肯
定
確
質
叙

般

註

解
【一
ー

四
頁】

第
一

編

現
在
時
形
態
論

日
本
語
動
詞
現
在
時
形
態
論

｀ 

【一
ー

冗
九
頁】

四
八

（
一

六
七
八
）

t

T

 e
 

~ 

． 

ス

｀ 



日
本
語
動
詞
現
在
時
賂
熊
論

り 、

共
が
為
日
本
語
動
詞
形
態
構
造一
般
に
獨
れ
る
認
な
の
で
あ
る。

れ
て
あ
る
よ
り
も 、

大
な
る
注
意
を
分
典
さ
れ
る
可
き
債
値
が
あ
る 。

四
九

'

（
一

六
七
九
）

0

0

0

 

連
閤
形

0

0

0

 

終
止
形
の
事
な
の
で
あ
る

第一
に
は 、
以
下
に
於
て
解
る
で
あ
ら
う

様
に 、

賞
然
期
待
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
筈
で
あ
ら
同
意
と

云
ふ
も
の
が
此
問
題
に
於
て

は
観
ら

れ
な
い。
異
れ
る

著
者
淫
は
第
二
【
後
出】
及
ぴ
第
三
【
後
出宙
活
用
に
就
て
話
が
進
む
と 、

共
を
様
々
に
解
決
す
る
の
み
な
ら

す ‘.

同
一
箸
者
逹
が
現
在
時
の
二
節
の
異
る
語
尾
を
同一
動
詞
に
到
し
て
認
容
し
て
ゐ
て 、
不
定
性
と
二
重
性
と
を
顕
し
て
ゐ
る 。
同
上
の
此

不
定
性
と
二
重
性
と
が
紙
に
本
問
題
は
日
本
語
文
法
に
隈
富
に
存
す
る

諭
争
問
題
の
一
っ．
に
恥
す
る
事
を
語
っ
て
ゐ
る
の
て
あ
っ
て 、
11心

第
二
に
は 、
現
代
欧
文
法
な
る
も
の
は
日
本
語
裔
欧
文
法
に
よ
っ
て
此
領
域
に
於
て
配
悩
さ
れ
た
も
の
を
殆
ど
悉
皆
繰
返
し
て
ゐ
て 、

加
之
後
者
の
断
定
が
如
何
程
正
賞
で
あ
る
か
を
説
明
す
る
何
等
の
企
図
を
も

盆
し

て
居
ら
な
い。

0
 
0
 
0
 

第
三
に
は 、

本
問
題
は
第
二
活
用
動
詞
現
在
時
終
結
形
〔zak _lji:citel'
naja
for
maJ

【con
clusive
for
m

 

0
 
0
 
0
 

が 、

他
の
術
語
用
法
と
の
統
制
上
敢
て
本
認
語
を
以
て
す
る
】
及
ぴ
限
定
形
〔opredelitel
 ̀ naja
 for
ma

〕
【de
finite
for
m

 

に
賞
る
】
語
尾「
得
る
」
(1̀、
1`
ミ）

訛
〔pol
品atel'
naja
teorija〕
と
受
身
・

可
能
相
〔zalog〕
【
邦
語
露
文
法
で
は
質
と

認
し
て
ゐ
る

あ

る

が 、
voice
と
別
に
異
ら
ぬ
故
本
繹
名
を
以
て
す
る】
「
在
得
る」
〔byt',po
h1catel'
naja

 LJ
(a
m̀》
ミ
ミ`
ミ）

説
と
に
密
接
に
開
係
し
て
を

第
四
に
は 、

様
々
の
形
態
組
成
動
詞
を
一
に
混
和
し
て
ゐ
る
是
等
諧
説
の「
哲
駆
的」
起
源
な
る
も
の
が
心
な
ら

中，
も

懐
疑
性
を
暗
示
し

た
り 、

批
判
的
に
敬
唆
す
る
し 、

共
再
桧
討
を
促
す
の
で
あ
る。

か
く
て 、

本
問
題
を
考
究
す
る
に
は
充
分
に
根
拙
が
在
す
る
次
第
な
の
で
あ
る 。

が
鯰
に
再
桧
討
を
要
す
る
の
で
あ
る。
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「
現
在
時」
〔nastojascee
vre
mja〕
な
る
術
語
を、
此
形
が
現
在
時
を
宜
際
に
表
現
す
る
か
と

云
ふ
考
應
に
は
入
ら
な
い
で 、
私
は
條

件
付
で
採
用
す
る
事
と
す
る
が 、
何
と
な
ら
ば
最
後
的
問
題
の
吟
味
は
日
本
語
が
時
稲
範
陥
を
表
現
す
る
か
と

云
ふ一
般
問
題
と

辿
結
し

て
ゐ
て 、
共
考
慇
は
本
論
範
閑
を
餘
り
に
脳
大
し

過
ぎ
る

事
と
な
ら
う
と

思
ふ
か
ら
で
あ
る 。

E .
 G .
 S .pal'
vin

数
狡
0
と
G .
B .
 Sanso
m [
D .
 B .
 S,mso
m〕

【
サス
サ
1
3
と
は
日
本
語
は
元
来
時
稲
範
疇
を
表
現
し
な
い
と

断、

言
し
て
ゐ
る 。
既
に
何
年
も

組
織
的
に
此
範
昭
無
し
に
僚
ま
せ
て
ゐ
る
E .
G.
 Spal'
vin'
数
授
は
是
に
連
結
し
て 、

る
事
と
な
る
か
ら
で
あ
る。

併
し
な
が
ら
目
下
私
が
共
形
態
方
而
に 、
共
も

特
に
全
四
文
語
活
用
の
及
ぴ
共
全
終
綿・
限
定 、
終
結
及
び
限
定
形
の
所
制
玩
在
時
に

討
し
て
同一
語
尾
が
存
す
る
か
と
云
ふ
事
に 、．
叉
は
活
用
の
如
何’
と
そ
し
て
終
結
に
於
て
か
限
定
に
於
て
か
動
詞
の
典
へ
ら

れ
た
形
の
如

何
と
に
依
従
す
る
共
等
の
幾
何
か
ゞ

存
す
る
か
と

云
ふ
事
に
の
み 、
典
味
を
有
す
る
の
を
癖
明
し
て
叫叫
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い。
配
附
さ

0
 
0
 
0
 

れ
よ
う
と
す
る
所
謂
現
在
時
形
態
質
〔
mo
rfe
rna〕
又
は
語
形
態
筏
な
る
も
の
4

起
源
問
題
の
吟
味
と

云
ふ
も
の
を 、
私
は
他
日
迄
疫
し

て
骰
か
う
と
思
ふ
が 、
何
と
な
ら
ば
此
最
後
的
問
題
は
日
本
語
全
文
法
構
造
の
様
々
の・ロ叩
詞
間
闘
係
や
或
は
共
分
化
や
進
化
に
さ
へ
獨
れ

第
三
節

學3

「
現
在
時」
な
る
術
語
の
條
件【
ニ
ー

三
頁】

第
二
節

本
論
封
象
と
し
て
の
問
題
の
形
態
方
面【
二
頁】

研

究

第
十
五
輯

五
〇，

 

「
現
在
時」
を
「
肯

（一
六
八
〇）
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H
本
語
動
詞
現
在
時
形
態
論

第

四

節

「
現
在
時
終
結
・
限
定
形」
な
る
術
語【一
二
頁】

な
る
術
語
も
て
取
替
へ
て
ゐ
る
。

S

事
を
疲
見
し

て
ゐ
た 。
⑱

確
に
梢
は
す
使
用
す
る
と
し
て
も 、

共
は
共
維
持
な
る
も
の
は
吾
々
に 、

五

（
一
六
八
一
）

定
確
質
叙
述
形」
〔 u

t
v
e
rdit e

l' n
a

j a

d os
t overn
o

 

,
 

op
i sa
tel' n
a

ja
 for
ma〕

な
る

璽
悶
て
取
替
へ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
盆

時
稲
範
略

re
dicati
ve

 for
m

)
 

な
る
も
の
を
共
解
説
に
於
て
矢
張
り
拗
菓
し
な
い
G .

13 .
 Sa
nso
m

は
「
現
在
時
終
綜
形」
な
る
術
語
を
「
述
語
形」
【P

も
つ
と
以
前
に
於
て
は
w.

〔
U .

〕
Aston

【
ア
ス

名
】
が
「
終
結
形
は
時
梱
を
表
現
し
な
い
」
と
云
ふ

現
在
時
形
は
現
在
時
の
み
な
ら
す
過
去
及
び
未
来
時
を
も
表
現
す
る
と

指
示
し
て
ゐ
る
B•
H.

 Cha
mberlain

 

る
と

云
ふ
専
を
見
逃
さ
な
い
な
ら
ば 、

此
術
語
を
維
持
し
て
も

或
は
大
な
る
不
便
は
無
か
ら
う
か
と

考
へ
る 。
の

私
が
此
術
語
を
共
不
正

一

術
語
を
他
術
語
へ
及
ぴ
共
逆
の
不
断
の
醐
繹
に
よ
つ
て
解
説

一
般
語
〔obsrij
jazyk〕
を
痰
見
し
そ
し
て
日
本
語
藉
欧
文
法
と

現
代
の
も
の
と
の
間
の
連
結
を
配
協
す
る
を

射
應
文
語
形
の
外
に
B•
I-I .
 Cha
mberlain

が
確
宜
現
在
又
は
未
来
時
【certain
present
 or
 future
 tense)

と
呼
ぶ
到
應
口
語
形

を
も 、

私
は
簡
潔
の
故
を
以
て
此
術
語
も
て
標
記
す
る
事
に
し
よ
う 。
⑧

現
在
時
終
結
及
ぴ
限
定
形
を
私
は
F
現
在
時
終
綜
・
限
定
形」
〔zaklj
uc
itel'
no

 
,

 oprede
litel'
naj
a

 for
ma

 nastojasce
go
 vre
meni
)
 

許
容
す
る
か
ら
な
の
で
あ
る
。

を
混
乱
さ
せ
な
い
で 、

私
は
個
人
的
に
は
此
術
語
の
特
別
な
掟
殿
者
で
は
な
い
が 、

は
共
に
も
不
拘 、

此
術
語
を
成器
守
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る 。
の

所
謂
現
在
時
が
文
脈
に
依
従
し
て
所
謂
過
去
時
や
所
謂
未
来
時
を
表
現
す

utvei・a
n
e
1
 n
a
J
a
 c.ioscoverno op.sa,e. na, .. --・=・
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て
語
る
場
合
を
除
い
て
は 、
使
用
す
る
の
を
避
け
る
事
に
す
る。

な
る
術
制
に
統一
す
る

事
に
す
る
が 、
何
と
な
ら
ば
第一
【
後
出】
活
用
動
詞
に
於
け
る
と
同
様
に 、
第
四【
後
出】
活
用
動
詞
に
於
て
も

是

等
の
形
は
同一
て
あ
っ
て 、
例
へ
ば
第一
活
用
の
K
ざ`
「
問
く」
は
此
動
詞
の
現
在
時
終
結
形
に
も

限
定
形
に
も
な
る
し 、
同
様
に
例
ヘ

ば
第
四
活
用
の
、
注ミ`
「
見
る
」

も
亦
同
時
に
現
在
時
終
結
形
に
も

限
定
形
に
も
な
る
し
す
る
か
ら
で
あ
る。

共
等
の
中
の
論
題
に
依
従
し

て
第一
及
ぴ
第
四
活
川
現
在
時
終
結・
限
定
形
な
る一
術
語
も
て
表
現
す
る
此
現
在
時
終
結
及
び
限
定
形
同一
性
は 、
是
が
第
に
全
く

便

現
在
時
終
結
及
ぴ
限
定
形
な
る
術
語
は
解
示
す
る
迄
も

無
い
と

考へ
る。

語
尾
〔okancanie〕
は
命
題
に
於
け
る
動
詞
の
場
所
を
指
示
す
る
動
詞
の
形
式
附
膨
物
と 、

接
尾
僻
「suf
fiks〕
は
語
基
と

語
尾
と

の
間
に
ti
す
る
形
式
附
島
物
と 、

語
基
附
恥
物
叉
は（
箪一
）
語
基
〔osnova〕
は
語
の
宜
儒
意
義
の
具
有
物
で
あ
る
語
部
そ
し
て
語
か
ら

に
よ
つ
て
拙
張
さ

れ
た
語
基
と 、
第
二
派
生
語
基
は
二
箇
の
接
尾
僻
に
よ
つ
て
拙
張
さ
れ
た
語
基
と

云
ふ
風
に
私
は
解
す
る。

基
」

〔slo
znaja
osnova〕
な
る
術
語
を
私
は
祇
生
語
基
の
全
階
段
を
統一
す
る
鯰
に
使
用
す
る
事
に
す
る。

日
本
語
欧
文
法
に
於
て
典
へ
ら

れ
て
あ
る
狭
義
の「
語
基」
な
る
術
語
は 、
一
般
語
維
持
の
目
的
を
以
て
所
謂
否
定
及
ぴ
條
件
語
基
に
就

「
複
合
語

形
式
附
恥
物 、
郎
ら
語
尾 、
接
尾
僻 、
叉
は
接
尾
財
が
幾
飼
か
あ
る
な
ら
ば
是
を
差
引
い
て
残
る
語
部
と 、
派
生
語
基
は一
箇
の
接
尼
甜

第

五

節

利
な
繹
な
の
で
あ
る。

文

絹，:

語
尾 、
接
尾
僻 、
語
基
な
る
術
語【一――
ー

四
頁】

研

究

第
十
五
輯

五

（
一

六
八
二
）
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日
本
閥
勁
詞
現
在
時
形
態
論

で
あ
る 。

第
七
節

Cha
mberla
in
式
活
用
組
織
の
採
用【
四
頁】

否
定
語
基
及
び
條
件
語
基
な
る
術
語
を
除
き
度
い
希
望【
四
頁】

slovnaja
 osnovaJ(conditional
 base
 

言
語
學
的
観
咄
か
ら
は
所
謂
否
定
語
基
〔otticatel'
naja
osnovaJ

 (negative
 base
 

0

0

0

 

已
然
形
に
常
る】
な
る
も
の
は
派
生
的
で
あ
る
が
故
に 、

以
て
代
用
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い。
第一
活
用
動
詞
否
定
語
基
の
代
り
に
「＇
a,
に
終
る
派
生
語
基」
な
る
術
語
を 、
同
上
第一
活
用
動
詞

條
件
語
基
の
代
り
に「＇ヽ
＇

に
終
る
派
生
語
基」
な
る
術
語

を畢
入
し

得
る
で
あ
ら
う
と

思
ふ
が 、
何
と
な
ら
ば
前
者
は
接
尾
僻
，
a＇
の
添

加
に
よ
つ
て
箪一
語
基
か
ら
形
成
さ
れ
る
し 、
後
者
は
接
尾
僻＇
門
の
添
加
に
よ
つ
て
同
上
語
基
か
ら
形
成
さ
れ
る
か
ら
な
の
で
あ
る。

本
質
上
是
は
所
測
不
定
形
〔neopredelennaja
for
maJ

【inde
finite
for
m 

残
餘
含一
活
用
の
否
定
語
基
に
脳
し
て
は 、
他
術
語
を
以
て
取
替
へ
な
い
で
も 、
此
術
語
は一
般
に
廃
棄
さ
れ
得
よ
う 、

何
と
な
ら
ば

0

0

0

 

連
用
形
に
相
賞
す
る】

な
い
か
ら
で
あ
る。
是
等
三
活
用
（
第
二 、
第
三
及
ぴ
第
四）
に
於
け
る「
條
件
語
基」
な
る
術
語
は
「＇ヽ
＇

に
終
る
第
二
派
生
語
基」
な
る
術

語
も
て
取
替
へ
得
ら

れ
よ
う 、

何
と
な
ら
ば
接
尾
僻'e'
は
箪一
語
基
へ
で
は
な
く 、

派
生 、
特
に
第一
派
生
語
基
へ
添
加
さ
れ
る
か
ら

今一
箇
註
解。
所
謂
現
在
時
語
尾
に
就
て
の
問
題
な
る
も
の
は 、
共
々
の
活
用
糾
緑
を
離
れ
て
吟
味
す
る
事
は
全
く
不
可
能
で
あ
り 、

第
六
節

五

（
一

六
八
――-
）

と
如
何
し
て
も

慨
別
付
け
ら
れ

共
等
は
対
應
す
る
言
語
駆
的
術
語
を

0

0

0

 

未
然
形
に喘印
る】
及
び
所
網
條
件
語
基
〔
u,

｀ 

， 

゜ ” 
電

c
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註

第一
部
（一
ー一

五
二
頁）
一
六
ー一

七
頁 、
ヴ
ラ
ヂヴ
ォ
ス
トク 、
一
九一
三
年】。

終
に
最
後
の
註
解。
本
諭
に
於
て
私
は
E .
G .
 Spal'
vin

数
授
に
工
夫
さ
れ
極
東
固
立
大
礫
〔
D
G
V〕

東
洋
卑
部
に
採
用
さ
れ
た
西3

音
法
【
此
露
文
字
も

繹
者
は
勿
論
前
述
欧
大
陸
式
洲
馬
字
に諏口
改
め
る
の
で
あ
る】
を
臨
守
す
る
事
に
す
る
が 、
一
箇
の
大
な
ら
ざ
る

除

0
 
0
 

0
 

外
例
が
あ
っ
て 、
帥
ち
凡
て
の
也
行
音
化
さ
れ
た
る
〔jotovannye〕
母
音
【
ス
ラ
ヴ
文
法
で
所
謂「
軟
母
音」】
は
獨
り
音
墜
賀
〔
fone
rnaJ

0
に
限
ら
す 、
私
は
昔
腔
質
f

〔
占
（
f

の
代
用
物）
プ
ラ
ス
到
應
母
音平日
控
質
も
て
標
記
す
る。

E .
 G .
 Spal'vin
敬
授
の
見
僧
の
幾
分
は
彼の
署
作
に
よ
っ
て
知
る
事
が
出
る 。
《Kratkij
obzor

 iz
menjae
myx

 i'.:astej
 reci
 ja
pon
skogo
 

百i
znogojazyka .
 Po
sobie

 k lekcija
m

 po
 gra
m
matike

 ja
pon
skogo

 knH:nogo
 ja
zyka ,
 cit
anny
m

 v
 Vostotno
m

 Insti
tute

》•

Vypusk
 I
 ,
 j (str .
 l

 

|
 152) ,
 str .
 16

ー17 .
Vla
divostok.

 1913
 [『
日
本
文
語
褻
化
品
詞
要
硲

第
八
節

寓

昔

法【
四
頁】

是
が
為
何
か
或
組
織
を
採
用
す
る
必
要
が
あ
る
故
に 、
私
は
文
面
に
於
て
は
動
詞
括
用
Cha
mberlain
式
紺
織
に
停
滞
す
る
の
で
あ
っ

て 、
私
は
貨
分
此
紺
織
を
他
糾
緑
よ
り
も
愛
好
す
る
の
で
あ
る
が 、
何
と
な
ら
ば
此
糾
織
に
於
て
は
様
々
の
形
態
梢
造
の
動
詞
が
他
組
織

少
し

下
方
に
掲
け
ら

れ
る
考
察
に
よ
っ
て
私
は
四
文
語
活
用
Cha
mberlain
式

紺
織
を
口
語
に
も

拙
張
す
る。
是
が
為
に
欧
時 、
幾
分
は
他
の
根
腺
に
よ
つ
て
ゞ

は
あ
る
が 、
E.
G.

 Spal'
vin

数
授
も

意
見
を
出
さ
れ

て
居
つ
て 、
彼
は
併
し
な
が
ら

矢
張
り
三
口
却血
括
用
紺
織
に
執辛711
し
た
の
で
あ
る 。
の

に
於
け
る
よ
り
も

紛
糾
す
る
事
が
少
い
か
ら
で
あ
る 。

文

序

研

究

第
十
五
輯

東
方
學
院
諧
韻
日
本
文
語
文
法
麒
義
参
考
杏』

五
阻

（一
六
八
四）
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日
本
照
動
詞
現
在
時
形
態
論

9
 

O
p.
 ci
t.
 p
p.
 1
9

ー

20

参
照。

8
 

直
前
狼
示
《
Krat
kij
o
b
zor
»
,
 s
tr.
 1
6
—,
 17

�
 照。

【
以
上

1一
頁
]

五
五

（
一

六
八
五
）

【
初

[
科
楳
照
明
に
於
け
る
露
語
文
章
論、

全
改
訂
第
三
版

1
7
3
 [-

]
 1
7
4
 1
8
0
ー
1
81
etc.
 
(i
 c
ir.
]
 
O
xfor
d
 at
 t
he
 

G.
 
B.
 
S
ans
o
m.
 
A
h
 
Historical
 
G1
 , a
m
ma
r
 of
 Ja
p
anese,
 
p
p.
 
(st
r.

〕

1
31,
 

W.
 
G.
 
As
to
n.
 
A
 
Gr
a

且
n
g
of
 
th
e
 Ja
p
an
ese
 
W
ri
tt
 g
L
g
 gua
ge,
 

thir
d
 e
ditio
n,
 
p.
 8
4.
 
Lo
n
do
n,
 
Y
o
ko
ha
ma.
 1
9。
4
(
初
版
1
872

再
版
本
p.
9
2]

参
照。

B•
 
H.
 
Cha

mbe
r!

 
昔.

A
S
甘1
pl
ifi
e
d
G
ra

mma
r
 of
 t
h
e
 Ja
pa
n

ese
 
L
an
gua
ge
 (
Mo
d
e
m
 
Wr
itte
n
 S
tyle),
 
p.
 67.
 
Lo
n
do
n.
 18
8
6
 

M.
 
Br
ea!
 

〔

Brea
l'〕
【・ブ
レ
ア
ル
】

は
現
在
時
範
応
に
脳
辿
し
て
次
の
様・
に
貫
っ
て
居
る
。

は
巴
里
を
買
流
す
る
°

|
ー
地
球
は
太
脇
を
廻
る
。

1
郡
涵
芦
に
付
か
ず。

と
云
ふ
時
の
如
く
、

時
稲
の
全
椋
記
の
映
乏
な
の
で
あ
る
」。

M.
 
Br

ea!.
 
E
ssai
 de
 Se
m
anti
q
u
e,
 
5
 , e
me
 e
d.
,
 p 
[p.
]
 33
9
 [
 1
 4
0
].
 
P
aris.
 
I
 9
21
 
[
初
版
1
897
]。

ヽ

反
到
掘
幽
の
挑
眼
者
は

A.

M.
 
P
es
kovs
kij
 (
ピ

ヂッ
コ

娑．
キ
ィ
】

で
あ
る
。

R
u
協
在j
si
nt
aksis
 v
 na
u
cno
m
 
osv
e
sce
nii,
 3
 , e s
ov
er
se
nn
o

 

per
era
bot
an
n
oe
 iz
da
nie,
 s
口，•
2
3
9
-
24
0.
 
G
IZ.
 
Mos
kva
-
Le

nin
g
ra
d'
1
9
2
8
 

二
三
九
ー
ニ
四
0
頁、

國
立
出
版
局、

モ
ス
ク
ヴ
ァ

ー
リ
エ
――
ヌr-

7'、
一

九
二
八
年

茎
照
。

B•
 
H.
 
Cham

ber
l

ain.
 
A
 
H
an
d
boo
k
 of
 
Co
ll
oq
uial
 Ja
p
an
es
e,
 
fo
urt
h
 e
ditio
n,
 
re
vise
d,
 
p.
 1
65.
 
Lo
n
do
n•
 Y
o
ko
ha
ma.
 

I
 9
07
 

版
1
8
88
]

参
照。

【
以
上
三
頁
】

【
以
上
四
頁
]

[
噌
訂
本
p.
7
9
]

参
照。

6
 

5
 

4
 

G.
 
B.
 
S
ans
o
m.
 
O
p.
 
cit.
 
[
前
掲
沢2
]
p.
 1
31

参
照。

Clare
n
do
n
 
Pre
粉.
1
92
8

参
照
〔
S
m.
〕。

2
 

「
吾
人
が
現
在
【
P
ぷse
nt
]

と
呼
ぶ
の
は
、

セ
ー
X

7
 

3
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B.
 H.
 Ch'l.
mberla
in
に
従へ
ば 、
文
語
に
於
て
は
第一
活
用
動
詞
硯
在
時
語
尾
は
終
結
形
に
封
す
る
と
同
様
に
限
定
形
に
釘
し
て
も

國
派
創
始
者
の一
人
で
あ
る
の
で
あ
る 。
の

第
一

節

第
二
章

【
互
ー―

―
頁】

Cha
mberlain,

 Aston ,
 
Weintz ,
 Rose

 ,
 Innes ,
 Mac
 , Govern
及
び
Sanso
m
に
よ
る

現
在
時
語
尾
【
五
ー

七
頁】

Cha
mberlain

式
活
用
分
類
糾
織
を
採
用
し
て
必
要
の
時
に
は
共
へ
私
が
他
組
織
を
翻
認
す
る

事
と
し
て 、
現
在
時
語
尾
問
題
が
日
本

語
現
代
欧
文
法
に
よ
つ
て
如
何
に
解
決
さ
れ
て
あ
る
か
と

云
ふ
解
説
を 、
B .
H .
 Cha
mberlain
の
見
解
の
吟
味
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
あ
っ
て 、
況
や
彼
は
W.
G.

 Aston
と

鎚
ん
で
日
本
人
自
身
へ
さ
へ
も
日
本
語
研
究
に
大
影
懇
を
示
し
た
日
本
語
文
法
英

父 ・

晶t

研

究

日
本
語
現
代
欧
文
法
に
従
ふ
現
在
時
語
尾

名

卜

i
此＇

し
り
←

ゴ1
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五
六

（
一
六
八
六）
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日
本
語
動
詞
現
在
時
形
態
論

lll

蔀

I

苓

裳

::,<, 一寸

へ、
1,

n
丘

,
f
`
 

,

7
d
 

'
u
`
 

没[ 恙

用
に
よ
つ
て
活
用
す
る
が
故
に
ふ�

,

I
d
 

叫
If.

"''-
芦,SU.

 

（
口
翌・
t .-i

（
口
要
召
芦

(

IJ

翌＇ ー〔
芦

)-
2
 

.
)

 

,
 u·
u

 

ミ）

形
態
質
1``
で
あ
り
（
溶
苓
Af
忌
十1̀
） 、
第
二
及
び
第
三
活
用
動
詞
油
尾
は
終
紺
形
に
鉗
し
て
は
形
態
質'1̀
（A0
吾`

〔
迄
き`

〕
〈ho‘‘‘

十7̀
：

S

弓`

s^1̀
g
+1̀
）
そ
し
て
限
定
形
に
到
し
て
は
形
態
質＇
ぎ`
で
あ
り 、
（
ぎ‘苔
ぎ`
A
苓‘ェ
十
ぎ`＂
s

委
ぎ`
〈sng
+1`
ミ） 、
第

四
活
用
動
詞
同
上
時
稲
語
尾
は
附
形
に
劉
し
て
骸
態
賀'
rt
で
あ
る（
喜 ・7
入、
注
＋
T1

 ̀）。
3

五
七

（
一

六
八
七
）

ロ
語
に
於
て
は
第一
活
用
動
詞
で
は
形
態
質
，1`

が
現
在
又
は
未
来
時
語
尾
で
あ
り 、

第
二
活
用
動
詞
で
は
形
態
質，ヽ
ミ`
が
同
上
物

で
あ
り 、
第一二
活
用
動
詞
で
は
形
態
牲＇
ぎ
d

で
あ
る 。
③
文
語
に
於
て
第
四
活
用
に
よ
っ
て
活
用
す
る
動
詞
は
口
語
に
於
て
は
第
三
活

口
語
に
於
て
は
現
在
叉
は
未
来
時
に
於
け
る
共
等
の
語
尾
は＇
ミ`
で
な
く
＇
ぎ`
で
あ
る
と

云
ふ
事

が
示
さ
れ
て
ゐ
る。
が
く
て
例
へ
ば
動
詞
ヽヽ
ぎ`
「
見
る 、
説
る」
は
或
場
合
に
は
語
基
邑＇
と

現
在
時
語
尾
＇
ミ`
と
を
有
す
る
が 、
他

の
場
合
に
は
語
基`
‘N'
と

語
尾，
ざ`
と
を
有
す
る。
同一
動
詞
が
同一
時
に
様
々
の
形
態
練
成
を
有
す
る
事
は
出
来
な
い
か
ら 、
文
晶
に

於
て
第
四
活
用
に
脆
す
る
動
詞
を
第
三
口
語
活
用
へ
幽
せ
し
め
る
の
は
形
態
不
合
理
と
な
る
の
は
明
確
で
あ
る
が 、
此
不
合
狸
は
文
油
に

到
し
て
採
用
さ
れ
た
四
活
用
を
口
語
に
も

拙
張
す
る
な
ら
ば
容
易
に
除
か
れ
る
の
で
あ
る。

凡
て
是
等
現
在
時
語
尾
は一
目
瞭
然
た
ら
し
め
る
鍔
に
は
下
の
小
表
の
席
裁
で
表
示
す
る
車
が
出
来
る。

,
ì
 
rl
t
 

,
 ur
it
 

＇
ぎ`

）．

• 
ii 

ヽ

• .. 
.. 

ヽ

冷

ヽ`  

．
 
｀
 

隻

ヽ



典
へ
て
ゐ
な
い。
彼
の
見
解
は 、

彼
が
日
本
語
の
音
節
的
字
母
に
不
可
分
離
に
述
結
し
て
ゐ
る
日
本
語
励
詞
糾
織
の
強
い
影
啓
下
に
居
る

G.
 
Il.
 Sanso
m
は
最
近
後
行
し
た
『
日
本
語
應
史
文
法』
に
於
て
は
現
在
時
叉
は
共
に
釘
廊
す
る
も
の
4

語
尾
問
題
の
組
織
的
解
説
を

る」
と

彼
は
書
い
て
ゐ
る 。

g

•
1
d

は
接
尾
僻
と
な
る
に

,

7
.

]
`
·

 

W.
 G.
 Aston
は一
八
七
二
年
に 、

帥
ち
B .
H·
Cha
mbe
rlain
よ
り
も

蒋
し
く
以
前
に
於
て 、

文
語
文
法
を
痰
兌
し

た
か 、
B .
If .
 

Cha
mberlain

が
第
二
及
ぴ
第一―一
の
二
活
用
に
分
割
し

た
励
詞
を
第
二
活
用
に
統一
し
て 、
文
語
に
は
三
活
用
の
み
を
採
用
し
て
ゐ
る 。

の

詞
限
定
形
語
尾＇
ぎ`
と

動
詞

1

き`
「
得
る」
と
の
同一
性
に
脳
す
る
註
解
か
ら 、
（
n
訴
第一
及
び
第
二
活
川
動
洞
語
尼
小
表
か
ら
も
亦

§
B•

 H.
 Cha
mberlain
と
同
様
な
語
尼
を
採
用
し
て
ゐ
る
と

云
ふ
事
に
な
る
の
で
あ
る 。

は
停
滞
し
て
ゐ
な
い 。
g

【
ワ
ィスツ】

は
口
節
に
於
て一――
括
川
を
採
川
し
て 、
'1̀

》

9
d
r-`

及
び
＇
ぎ`

を
況
在
時
語
尾
と
見
倣
し
て
ゐ
る。

3

Rose
 ,
 
Innes

 (
Ro

 N3
【
口
多

イ
ニ

7】
も

亦
口
語
に
於
て
は
Cha
mberlain

式
活
用
分
類
を
採
川
し
て
ゐ
る
が 、

特
に
現
在
時
語
尾
に

思
C,
Gove
rn
 (
Mak

 ,〕
【
マ
ガ ヴ
ァ ス】
は ，
異
れ
る
場
所
を
比
絞
し
て
解
る

様
に 、

語
尾＇～`—,
e
ミ

及
び＇
ぎ`

を
採
JIJ
し
て
ゐ
る
が 、
g

橡
告
が
附
い
て
ゐ
る。
「
凡
て
の
母
音
動
詞
は
ミ 、

叉
は
も

つ
と
花
確
に
言
へ
ば 、

ざ`

叉
は

ぎ`

に
終
る。

過
ぎ
な
い
か
ら 、

語
基
は
2

叉
は
、
を
有
し
て
ゐ
る
の
で
あ
っ
て 、
例
へ
ば`
‘z
ざ`

は
、、こ
、

iaber1`

は
ia
芍

等
と
な
る
が
如
く
で
あ

We
intz
 〔
くajntc

〕

を一
括
用
に
差
別
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る 。
⑩

文
語
文
法
に
於
て
は
彼
は
現
在
時
語
尾
の
紐
緑
的
解
説
を
典
へ
て
ゐ
な
い
が 、

第

活
川
勁

B•
 H.
 Cha
mberlain
で
は
第
二
及
ぴ
第
三
口
語
活
川
中
に
付
す
る

動
詞
を
凡
て
一
箇
の
第
二
活
用
に
合一
し
て 、
n
語
に
於
て
は
凡
て

匡

苓

,
1
d
 

文

卑

研

究

第
十
五
輯

五
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日
本
梱
動
詞
現
在
時
形
態
論

異＇
i，
及
び，
＇ヽ

に
蹄
す
る
と

云
ふ
g

彼
の
註
解
や 、
第
二
活
用
語
尾
の「
得
る

」

藍

つt eo
1,

 ija
�byt'))
 [(11)
ざ`

己
⑮

と
の
彼
の
採
用
は 、

は
所
謂
現
在
時
語
尾
を
吟
味
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
と

云
ふ
耶
を
意
味
す
る。
ISLた
は
梨
し
て
左
椋
で
あ
る
の
か 、

用
糾
織
の
採
川
に
結
ぴ
付
け
ら

れ
る
見
解
を
彼
が
墨
守
す
る
の
か
と

云
ふ
事
を 、

Lang·e ,
 Plaut ,
 
Meissner
及
び
Balet
に
よ
る
現
在
時
語
尾〖
七
ー

八
貞】

獨
逸
の
日

本
學
者
〔japonologJ
P .
 
Lange
 [
ラ ．
戻】
の
見
解
に
就
て
は
次
の
意
何
に
よ
つ
て
判
断
す
る
事
が
出
来
る。
「[0
定
さ`

第
二

節

凡
て
日定
は
何
れ
も 、

五
九

（
一

六
八
九
）

又
は
日
本
式
概
械
的
活

IE
確
に
設
示
す
る
事
は
出
来
な
い
の
で
あ
る。

B•
 H .
 Ch::i
mberlain

が
盆
す
の
と
同
様 、

彼
が
最
後
に

第
二
及
び
第
三
活
用
動
詞
現
在
時
限
定
形
語
尾
は

が
故
に 、

刊
晰
す
る
の
に
頗
る
困
難
で
あ
る。
彼
が
日
本
の
名
稲
な
る
四
段

( cetrexrja
d n
oe

〕

【

含 a
d r
i g
a

d e
)
(

第一
） 、
二
段
〔dvux,
 

rj
 ad
 noe
 J (bi
 grade]
 (
第一一
及
ひ
第一―-）
及
び一
段
〔odnorjadnoeJ
[unig
rade)

 (
第
四）
を
付
現
す
る
四
正
格
柄
用
に
就
て
賠
つ

て
ゐ
る
の
は 、
5

動
詞
形
語
厖
及
ひ
特
に
硯
在
時
形
に
野
す
る
日
本
式
機
械
的
談
咄
の
採
用
と

云
ふ
事
に
裳
然
至
っ
て
了
ふ
の
で
あ
る 。

が
機
械
的
日
本
式
糾
緑
は
絶
釘
に
科
學
的
で
な
い
の
で
あ
り 、

勁
詞
形
態
紺
成
を
完
全
に
歪
め
て
ゐ
る
が
故
に 、

共
組
織
の
採
用
が
何
虚

へ
誘
ひ
得
る
か
を
想
條
す
る
の
は
困
難
で
な
い。
彼
は
「
音
節
ミ」
を
勁
詞
限
定
形
語
尼
と
見
倣
し
て
ゐ
る
と

云
ふ
事
が 、

共
箇
々
の
註

解
か
ら

解
る
の
で
あ
っ
て 、
⑲

是
は
Cha
mberlain
式
術
語
用
法
へ
翻
繹
す
れ
ば 、

若
強
質
ミ`

で
あ
る
と

云
ふ
那
を
意
味
す
る 。

残
餘
形
語
尾
で
あ
る
も
の
は 、

箪
に
拙
察
す
る
だ
け
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い。
不
完
了

厖
[i

mperfect
 for
m

未
然
陥
に
賞
る
】
叉
は
所
謂
否
定
語
基
は＇
a,
に
終
る
と

云
ふ ‘
g

第
二
及
び
第
三
活
用
間
の
差
異
は 、

語
尾
差

と
第
三
活
用
動
詞
語
尾
の
「
居
る

」
[(
さ）
ざ`

LJ
説
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佛
蘭
酉
の
日
本
睾
者
Balet
〔
翌le〕

【
バ
レ
】

は
'1̀）
，
ぎ
及
ぴ
，
ぎ`

を
現
在
時
語
尾
と
見
倣
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
g
（
彼
に
於
℃

第

三

節

S
mi
rno
v ,
 Spal'
v
in

及
び
Pozdnee
く

に
よ
る
現
在
時
語
尾
【
八
ー

九
頁】

は
最
後
の
二
活
用
の
順
序
が
凶
換
へ
ら

れ
て
ゐ
る
）。

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
様
で
あ
る。

g

,cru"
，
ミ

及
ぴ

ぎ`》

さ`

を
採
用
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る。

第
四
括
用
動
詞
現
在
時
語
尼
に
闊
し
て
は 、

彼
は
形
態
質

ミ

を
共
と
見
倣

鈷
形
へ
柚
足
さ
れ
た
＇
ミ
(7~a
gì
+
m`
こ
苔`
＋
ミ）
で
あ
る
と
見
倣
し
て
ゐ
る。

口
語
に
於
け
る
同
上
活
用
現
在
時
に
到
し

て
は
,fへ》．

Cha
mberlain

式
n
語
活
用
に
於
て
断
尾
＇r.1`

が
採
用
さ
れ
て
あ
る
の
で
あ
る
。

一
九
二
七
年
に
獨
逸
語
で
登
行
し
た
日

本
文
語
文
法
敬
科
害
の
著
者
K.

Meissner
 〔
忌jsncr
〕
【
マ
イス

ネ ル
】
は 、

九
活
用
日
本
式
糾

織
と

彼
が
必
す
し
も
常
に
で
は
な
い
が
獨
逸
語
に
翻
認
さ
へ
し
た
日
本
文
法
術
語
用
法
と
を
採
用
し
て 、

第
一

活
用
動
詞
現
在
時
終
綜
及

ぴ
限
定
形
語
尾
は
'f̀

（ヽ
ヽ
巷
t̀
）

第
二
及
ぴ
第
三
活
用
動
詞
同
上
時
梱
終
綜
形
語
地
は
'1こ

(
、la
g
+7`こ

苓
十7̀
) 、

同
上
動
詞
限
定
形
は
終

‘,、叩,＇‘
 

L
る
」c

t
 

従
つ
て
口
語
に
於
て
は
現
在
時
に
到
し
て
第

得
る
に
は 、

ミ

を
除
け。
k
g
「
買
ふ
」
類
の
第
二
種
動
詞
で
は

f｀
の
代
り
に
2

を
泄
け 、
Ka

こ 。
(

0
0

 

H.
〔
G .

〕
Plaut

 
["1フ

ウト】

は
日
く
「
第一
種
に
於
て
は
箪
一

語
根
〔koren'
〕
【
獨
英
文
本
で
は
Sta
m
m ,
ste
m)
は
ヽ
又
は
2

に

終
り 、

共
は
況
在
時
語
尾
｀ ．
7｀
を
除
け
ば
得
ら

れ
る
•
•
•

第
二
種
動
詞
に
於
て
は
箪
一

語
根
は
現
在
時
断
尾
1｀
の
省
略
に
よ
つ
て
得
ら

Cha
mberlain

式
括
川
動
詞
に
於
て
語
尾
＇7̀

が
そ
し
て
第
二
及
び
第一
二

「
食
べ
る
」 、

且'r1̀
「
見
る
」
の
如
く

e,7.1`

又
は
ゞ
ミ`

に
終
る

動
詞
の
現
在
時
形
か
ら

語
基
【
英
獨
文
原
薔
で
は
ste
m ,
Sta
m
m

)

�
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H
本
語
動
詞
現
在
時
形
態
論

「
全
活
用
動
詞
の
受
身
相
は
直
投
法
現
在
時

及
ぴ
ざ`
の
代
り
に

ぎ`
を
有
す
る」
·
:

足

ーエ
ノ ‘

1｀
を
ミ
ぎ`
に
斐
更
し
て
形
成
さ
れ
る
（
私
案
配
列
Nikolaj
J\
facokin 

尾 て
の
花
格
動
詞
現
在
時
語
尾
は
＇

7｀
だ
け
で
あ
る
と

陳べ
て
ゐ
る
の
を 、
吾
人
は
褒
見
す
る
の
で
あ
る。

D .
 Smi
rn

 0く
が
同一
活
用
動
詞
に
到
し
て
現
在
時
語
尾
若
干
を
牲
際
典
へ
て
ゐ
る
の
は 、
次
の
引
用
句
か
ら

解
る。

を
典
へ
て
ゐ
る
の
で
あ
る。

（一
六
九一
）

下
11

圭
"

尾

ミ`ヽ
語

9
9
1

 

苗
111

尾

が
少
し
下

方
に
彼
は
書
い
て
ゐ
る 。

が
涵
西
亜
の
日
本
學
者
逹
の
大
部
分
の
様
に
英
國
派
踏
災
者
と
し
て 、

の
も
の
と 、

']：
を
第一
活
用
動
詞
現
在
時
語
尾
と 、
＇ヽ
r
s
，ミ`

を
第
二
活
用

「
第
二
活
用
に
は
共
語
根
と

否
定
語
基
と
が
同一
で
あ
っ
て
ヽ
に
終
る
全
動
詞
が
闘
係
す
る
の
で

あ
り 、

共
等
は
語
根へ

あ
る」

3

「
第
三
活
用
に
は
共
語
根
と

否
定
語
基
と
が
同一
で
あ
っ
て
2

に
終
る
動
詞
が
闊
係
す
る
の
で
あ
り 、

共
等
は
語
根
へ

ミ
の
附
加
を
通
じ
て
直
接
法
現
在
を 、
語
根
へ
rヽ
の
附
加
を
通
じ
て
條
件
語
基
を
形
成
す
る
の
で

ミ
の
添
加
を
通
し
て
直
接
法
硯
在
を 、
語
根へ
rヽ

の
添
加
を
迎
じ
て
條
件
語
基
を
形
成
す
る
の
で
あ
る」 。

「
文
語
と
そ
し
て
日
本
の
中
央
及
ぴ
西
部
詔
縣
の
方
言
と
に
於
て
は
第
二
及
ひ
第
三
活
用
動
詞
は
肯
定
直
接
法
現
在
で
は

「
国
落
裕
溢
茶

さ`

尾

7ヽ .
i
`

ぎ`
」。

ー
ロ
咄i

1
口
弐

そ
し
て
＇
ぎ`

9

さ`
を
第
三
活
用
の
も
の
と
見
倣
し 、

ltl
口8Ti

る
語
基
形
語
尼一
究
表
に
於
て
彼
は

語

現
在
時
に
到
す

同
時
に
粕
々
意
外
に
も 、

受
身
・

可
能
相
形
成
に
就
て
語
る
時 、
凡

。

さ
て
紺
面
亜
の
日
本
語
學
者
〔japonistJ
逹
に
韓
す
る
と 、
一
八
九
0
年
に
出
版
し
た
日
本
語
指
南
の
箸
者
D .
S
mi
rnov

【

3
ご
j

フ
】

． 
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第
四
節

第
二 、

第
三
及
び
第
四
活
用
動
詞
現
在
時
語
尾
問
題
に
於
け
る
欧
文
法
の
異
説
と
矛
盾【
九
—
1

0
頁】

「
潜
る」 、
注」。

g

彼
は
同一
励
詞
形
式
を
確
定
語
基
及
ぴ
直
接
法
現
在
時
と

呼
ん
で
ゐ
る
の
で
あ
る。

「
確
定
〔polozitel'
naja〕

語
基
に
於
け
る
語
尾
ミ`

が
不
定
断
基
に
於
て
消
滅
す
る
な
ら
ば 、

動
詞
は
第
二
活
用
と
な
る 、
kミ �｀`

ー

「
第
二
活
用
に
は 、

稀
な
例
外
は
除
く
と
し
て 、

ぎ`

及
ぴ

ざ`

に
終
る

殆
ど
全
動
詞
が
恥
す
る」
と
D .
Pozdneeく

は
言
っ
て
ゐ
る。

さ`

及
ぴ
，
ざ`·

さ`

を
現
在
時
語
尾
と
見
倣
し
て
ゐ
る。

5

D .
 Pozdneev
 [
ポ

ズニ
エ 4
吾】
数
授
は
口
語
に
於
て 、
W.

Aston
 の
と

同
様
な
動
詞
分
配
を
有
す
る
二
活
用
を
採
用
し
て 、‘ì》
，
ぎ`‘

一
泊
川
動
詞
に
就
て
類
推
的
考
察
を
す
れ
ば 、

ぎ`
9

，
ざ`

の
外
に 、

語
尼
＇
ミ`

の
採
用
へ
も

亦
母
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い。

ヽ

）

カ
r

彼
は
第
二
活
用
励
詞
に
討
し
て
は 、

語
尾
，
ぎ`「
9ヽ
ミ
の
外
に 、

語
尾
＇
ミ
を
も

採
用
す
る
の
で
あ
る
と

云
ふ
事
が
解
る 。

第

維
持
さ
れ 、
か
く
て
活
用
に
封
し
て
特
徴
的
な
る
ヽ

又
は
7`

を
有
す
る

母
酋
活
用
な
る

特
徴
を
第
二
活
用
へ
附
加
す
る」
8

し
k

方
に
危
さ

れ
た
彼
の
他
の
註
解 、

特
に
「

9
1

 
ー
＇

 
圭
"

尾

、
7 ,
f1

に
先
行
す
る
7←

又
は
ヽ
は（
私
案
配
列

Z •
 iV
I.)

全
語
基
に
於
て

人
は
確
川
た
る
標
識
と

す
る」

⑤

と
云
ふ
彼
の
註
解
か
ら 、

第
四
活
用
語
尾
は平17
整
筑
ミ`

で
あ
る
と

云
ふ
結
果
に
な
る
の
で
あ
る 。
少

，
ざへ）
を
認
識
し
て
ゐ
る 。
⑲

E•
 G .
 Spal'
vi
n

 
数
授
は
B•
H.

 Cha
mberlain
の
現
在
時
限
定
膨
に
封
應
す
る

文
語
肯
定
限
定
確
宜
叙
逃
形
語
尾
と
し
て
第一
活

用
動
詞
に
は
'~̀

（
11

ロ
語
で
は
'7̀

） 、

第
二
活
用
の
に
は
＇1[
ミ
(

11

ロ
語
で
は
＇、
ミ） 、

「
文
語
第
四
活
用
へ
は
{
に
絡
岳
Jヰ
且則
語
根
を
有
す
る
二平

屈則
皿
詞
の
み
が
掴
係
す
る
と一

H
ふ
事
を
吾

と
云
ふ
事

〔razbi\·
ka
moja .
 
N·
M·」)。

5

文

卑

研

究

第
十
五
斡

そ
し
て
第
三
活
用
の
に
は'1̀7 .1̀
（
11

ロ
語
で
は

（
一
六
九
二）

＝
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日
本
賭
動
詞
現
在
時
形
態
論

一

ノ

I\
Ieissner
に
あ
っ
て
は
文
語
に
於
て
は
第
二
及
び
第
三
活
川
動
詞
は
凡
て
限
定
形
で
は
諮
尾
'r1`

を 、

ヽ
・
ら

．ヽカ

他
の
場
合
に
は

と
に
よ
れ
ば
＇
ミ
で
あ
る 。

二
六
九――-
）

ロ
語
に
於
て
は 、
'm̀

（
第

終

結

形

語
尾
と

普
通

上
説
全
部
か
ら 、

所
謂
現
在
時
晶
尾
問
題
に
於
て
は
欺
文
法

烈呼
者
逹
の
間
で
は
充
分
な
同
意
と

云
ふ
も
の
が
注
目
笞
れ
な
い
と

云
ふ

掌
が
解
る。

彼
等
は
形
態
質
＇1`

を
第一
文
口
語
活
用
動
詞
硯
在
時
語
尾
と

誤
認
す
る
と

云
ふ
事
に
於
て
の
み
合
致
す
る。
第一
活
用
の

限
界
に
封
し
て
は
異
れ
る
著
者
逹
に
於
け
る
異
説
の
み
な
ら
す 、
同

二者
者
逹
に
於
け
る
不
架
固
や
不
確
定
が
生
す
る
の
で
あ
る。

Cha
mberlain
と
Aston
と
に
よ
れ
ば
第
二
及
び
第
三
文
語
活
用
現
在
時
限
定
形
語
尾
は＇ミ`
ミ 、
Meissner
と
Sanso
m
と
に
よ
れ
ば

さ` 、
S pal • v
in

に
よ
れ
ば�
，
ぎ`
と
さ`
と
で
あ
る 。
【
原
蒋
柚
註
第一 '-

第
二
活
用
動
詞
で
は
動
詞「
得」
1`
と
同一
視
さ
れ
る
が
第
三

活
用
動
詞
で
は
此
動
詞
と
同一
と
は
見
倣
さ
れ
な
い
形
態
質
＇1̀

は 、
第
二
及
び
第
三
活
用
動
詞
現
在
時

誤
認
さ
れ
る
と

云
ふ
事
に
於
て
も
亦 、
或
同
意
が
観
ら

れ
る。

】

Cha
mberlain ,
 Aston ,
 Balet
及
び
Weintz
に
よ
れ
ば
第
二
及
び
第
三
口
語
活
用
硯
在
時
語
尾
は
＇
ぎ`
と
さ ・7← ‘
Lange
とPlaut

Mac
 ,
 Govern ,
 
Meissner ,
 Spal'
vin

及
び
Pozdneeく
に
よ
れ
ば 、
同
上
口
語
活
用
現
在
時
語
尾
は
＇ヽ
ミ
と＇
ミ 、
＇
ざ`
と
'7 .1d 、

S
mi
rnoく
に
よ
れ
ば
全
活
用
に
到
し
て
＇
ぎ`9
97 .1̀＂
，
ぎ`3,ミ`
と
さ
で
あ
る 。
更
に 、
文
語
に
於
て
四
活
用
そ
し
て
口
語
に
於
て一二
活

用
叉
は
文
語
に
於
て
三
活
用
そ
し
て
口
語
に
於
て
二
活
用
な
る
紺
織
の
採
用
に
よ
つ
て 、
同一
著
者
逹
に
於
て
は
例
へ
ばC
h
ambe
rlain,

Aston
及
び
Spal 'vin
に
於
て
は 、
同一
動
詞
は
二
箇
の
語
尾
を
有
し
て
ゐ
て 、
か
く
て
例
へ
ば
動
詞
、｝z
ぎ`
は
或
場
合
に
は
Aヽ
注
十
ミ

〈‘、̀
＋
ざ、
か
ら
成
立
す
る
と

云
ふ
事
が
示
さ
れ
て
ゐ
る。

゜
‘
ヽ

ヽ

~
p

a, v
1
n
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る
と
見
倣
さ
れ
る

様
に
思
は
れ
る。

活
用）
及
ぴ
＇
ミ

（
第一二
活
用）
の
外
に 、
，
ぎ`

及
び

'
2

ミ
を
も

亦
有
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る。

是
等
異
説
と
矛
盾
と
の
蓋
然
的
原
因【一
0
ー一

頁】

様
々
の
箸
者
迷
に
於
け
る
此
異
詮
な
る
も
の
は 、
彼
婚
の
或
者
は
語
尾平日
聰
筏
ミ1S
、m`
を
動
詞
ミ ．ì：
d

ミ
「
得
る」
と
同一
硯
す
る

が 、
他
の
者
は
終
結
形
ル
動
詞
語
基
と

誤
認
し 、

共
へ
諮
尼＇ミ`
を
柚
足
し
て
限
定
形
を
得
る
と
す
る
の
で
あ
り 、
叉
は
不
定
形
を加叩
基

と
見
倣
し
て 、
共
へ
語
尾，
ミ
を
添
加
し
て
文
語
限
定
形
の
到
應
形
を
得
る
と
す
る
事
か
ら
幾
分
説
明
さ
れ
る。

「
得
る」
説
は
艇
倒
的
大
多
数
の
場
合
に
於
て
閉
語
基
【
子芋曰
で
終
る
語
基】
プ
ラ
ス
語
尾
，

1

ミ``y
,
ぎ`
な
る
励
詞
分
解
へ
導
く
の
で
あ

る
が 、
終
結
及
び
不
定
形
を
語
基
へ
適
合
さ
す
事
は
開
語
甚
n
低
昔
で
終
る
語
基】
プ
ラ
ス
語
尾，
ミ
な
る
同
上
動
詞
分
解
に
至
る

謀
な

の
で
あ
る 。

第
三
活
用
動
詞
に
於
け
る
語
尾

ぎ`9
,
ざ`

及
ぴ
'r-`

の
方
は 、
或
蒋
者
逹
に
あ
っ
て
は
＇
ぎ`
な
る
分
離
に
於
て
動
詞
(
7
u
)

ぎ`
「
居

る」
と
の
同一
親
が
演
ぜ
ら

れ
は
す
る
け
れ
ど
も 、
第
二
活
用
動
詞
の
類
推
に
よ
つ
て
得
ら

れ
る
の
で
あ
る
様
に
見
え
る 。

文
語
に
於
て
は
'7̀r1t
と
さ`
そ
し
て
口
語
に
於
て
は＇
ぎ`
と
さ`
と
の
二
箇
の
異
る

語
尾
を
同一
動
詞
に
対
し
て
同一
著
者
逹
が

如
何
に
し

て
認
容
す
る
か
と

云
ふ
事
を
間
明
す
る
の
は
幾
分
も

つ
と
困
難
な
の
で
あ
る。

「
得
る」
の
同一
蔵
が
衰
任
が
あ
る
の
だ
と

云
ふ
事
が
あ
り

得
る。

後
者
の
限
定
形
は
終
綜
形

f｀
プ
ラ
ス
限
定
形
甜
尾．＇ミ`
か
ら

成
立
す

第
五
節

父

卑

附

究

か
く
て
多
分 、
語
尼＇Ì
g
,
ぎ`
が
共
椴
念
方
而
か
ら 、

卯
ち
限
定
形
を
取
っ
た
動
詞

ぎ`：
ざ`

第
十
五
輯

是
に
於
て
は
'ìr～へ9
,
ぎ`
と

動
詞
t̀7 .ld
：
ミ`

J、
日

p,＂r
 

（
一
六
九
四）

零
.. 

．
 

，
 ．

 ， 

ヽ
t... ． .. ． 1 .. , ． .. 

ぐ

． ヽ.. 
｀ 

ii. 

． 
尋

"' 

｀ 
0

、
『

.. 

鴫~

ヽ



H
本
語
動
詞
現
在
時
形
態
論

恩

史

的

に

は

凡
て
，
ぎ`

9

，
き`
g
限
定
形
語
尾
と

誤
認
さ
れ
る
が 、

ぎ`
へ
1
i

十
ミ`
の
類

推
に
よ
っ
て
専
ら

形
式
方
面
か
ら

吟
味
さ
れ
る
時
は 、
ミ`
が
語
尾
と

誤
認
さ
れ 、
其
は
考
へ
得
ら

れ
る
如
く 、

動
詞「
得」

1｀
の
限
定
形

に
言
ふ
と 、

異
れ
る
著
者
逹
に
於
け
る
是
等
異
設
及
び
同一
著
者
逹
に
於
け
る
二
重
性
は
次
の
様
に
説
明
し

得
ら

れ
る。

現
在
時
限
定
形 、
例
へ
ば

怠
ぎ`
ー
苔
ぎ`

等
の
動
詞
相
互
間
の
比
較
に
際
し
て
は
、

1

さ`
が
分
離
さ
れ 、
現
在
時
口
語
形 、
例
へ
ば

恙
ぎ`
ー
i

息
ミ
の
比
較
に
際
し
て
は
＇ヽ
ミ`
が
分
離
さ
れ
る
が 、
現
在
時
終
結
及
ぴ
限
定
形 、

の
比
較
に
際
し
て
は 、
現
在
時
不
定
形
と
口
語
形 、
例
へ
ば
idbヽ
ー
恙
ぎ`》
i
息
ーiagem`

の
比
校
に
際
し
て
と

等
し
く 、

語
尾＇） ．

1｀
が

分
離
さ
れ
る。
同
様
に
第
三
活
用
動
詞
語
尾＇1̀
g,
ぎ`
及
び＇
ミ
も

亦
分
離
さ
れ
る
の
で
あ
る。

是
等
異
説
と
二
重
性
と
の
殆
ど
燕
然
的
原
因
な
る
も
の
は 、
現
代
文
法
其
物
が
現
在
時
形
と

呼
ば
れ
る
も
の
4

語
尾
を
配
憐
す
る
の
で

を
引
證
す
る
習
慣
を
有
せ
ざ
る
が
故
に 、
共
々
上
掲
考
察
か
ら
出
喚
し
て
彼
等
が
是
等
の
語
尾
共
物
を
疲
見
す
る
事
は
勿
論
認
容
し

得
る。

彼
等
が
普
通
に
獨
断
的
規
則
は
典
へ
る
が 、
文
法
形
式
の
形
態
分
析
は
行
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら 、

址
等
の
考
察
が
宜
際
に
如
何
な
る
も

の
で
あ
る
か
を
各
所
典
の
場
合
に
於
て
語
る
の
は
酪
分
困
難
な
の
で
あ
る。

六
五

（
一
六
九
五
）

是
等
異
説
と
二
直
性
と
は 、
下
示
（
第
五
意
第
十
六
節
参
照）
の
如
く 、

硯
代
欧
文
法
に
よ
つ
て
典
へ
ら

れ

て
あ
る
現
在
時
形
態
論
が
Rodriguez
[Rod
rigec〕
【
ロ
ド

IJ
ゲ 人】 、
Curtius

〔
うn ，cius〕

【
クルナ
ウ ス】
及
び
Ho
ff
mann

〔
Gof
man〕

【
＊ フ
マ メ】
文
法
へ
迄
遡
る
と

云
ふ
緋
果
と
な
る
の
で
あ
る。

あ
る
と

云
ふ
推
測
か
ら
出
痰
す
る
な
ら
ば 、
斯
か
る
次
第
な
の
で
あ
る。
Aston
も
Cha
mberlain
も

他
の
著
者
逹
も
自
身
の
先
蝙
者

棒

簡

箪

語
尾
で
あ
る
の
で
あ
る。

「
得
る」
と
の
共
同一
性
の
方
面
か
ら

吟
味
さ
れ
る
時
は 、

例
へ
ば
ia
芍
ー
§̀
m̀
J
息
ー
苔
ぎ`

． ，`. 

ヽ

•f 

ヽ
.. 
．
 

• 

．
 

・-.
 

、・

． 
ヽヽ
'
、,
,
9
1 "' 



註

8
 

7
 

6
 

5
 

4
 

3
 

2
 

併
し
な
が
ら 、

た
と

へ

是
等
凡
て
の
矛
盾
を
如
何
に
説
明
し

た
所
で

、

同
一

牲
個
意
義
が
辿
結
さ

れ
る

閉
と

開
と

の
二
箇
の
択
る

諮
晶

と 、

現
在
時
限
定
機
能
な
る
同
一

形
式

翌曲
が
編
入
さ

れ
る

二
箇
の
異
る

語
尾
と
に 、

同
一

励
詞
が
分
解
さ

れ
る
と

云
ふ
事
に
至
っ
て
了

ふ
の
で
あ
る
。

同
一

時
に
於
て
は
同
一

動
詞
は
同
一

牲
的
慈
殺
を
有
す
る
二
箇
の
異
る

語
碁
と

同
一

形
式
慈
義
を
有
す
る

二

箇
の
異
る

諮

尾
と
を
有
す
る

事
は
出
来
な
い
（
例
へ

ば
励
詞

怠
さ`

は
同
一

時
に
於
て
は
語
基
l
0b
,

と
[
急ヽ
，

及
ぴ
郡
nll

比
＇

ぎ`

と
＇
） ．
i｀

と
を
布

す
る
期
は
出
来
な
い
）

か
ら 、

此
臨
に
於
て
何
虚
か
で
誤
謬
が
為
さ

れ
る

射
は
明
確
な
の
で
あ
る

（
第
Ji
挙
第
十
六
帥
参
照
）

。

粛
井
久
蔽
・
日
本
文
法
史
・

東
京
Tli
明
治
祁
院
・

明
治
四
十
三
年
四
版
痰
行
C
以
上
原
迷
油
り 、

以
下
露
文
字
邸
昔
及
び
鉗
朦
省
略 。

初
版
叫

治
四
十
年
] ‘

ニ
―
一

ー
ニ
―
―――
頁
【
昭
利
九
年
咽
町
本
同
頁
邊
] °

B .
 
H .
 
C
ha
m
berla
in .
 
A
 Si
m
p
lified
 Gr

am
m
ar ,
 
pp .
 49
 |
 63
 
[!
 咄
訂
本
44

ー74
邊
}
参
照 。

同
人
の
《
A
H
an
d

boo
k
 of
 
g
 
lloq
ui
al
 Jap
an

ese
» ,
 p .
 1
65 .
 

同
人
の
《
Essay
i
n
 
Ai
d
 of
 a
 Gra
m
m
ar
 a
n
d
 
Di
 g
 iona
ry
 of
 t
he
 L
uc
h
u
an
 
La
n
gua
ge
» .
 p .
 1
4�

(
P
u
blis
hed
 b
y
 
the
 
Asiatic
 

So
cie
ty
 of
 Ja
p
an
 as
 a
 
S
upple
me
nt
 t
o
 V
ol.
 

XXIII
 of
 its
 T
r
ansa
ctions) ,
 
Y
o
ko
ha
ma .
 
Ke
lly
 a
n
d
 
W
als
h .
 1
895

�
�0
 

【
以
上
五
頁
]

O
p .
 
cit. ,
 

p .
 81

参
照 。

W .
 
G .
 
Aston .
 
A
 G
ra
m
m
ar
 of
 t
he
 Ja
pa
n
ese
 S
po
ke
n
 La
n
gua
ge ,
 
fou

rth
 e
di
tion ,
 

p .
 42•

 Yokoha
ma .
 1
888
 
[
初
版
1
871
] 。

W .-
G .
 
A
ston .
 
A
 Gra

mmar
 of
 t
he
 Ja
p
an
ese
 
W
ritte
n
 La
n
唇age ,
p .
 90
 (
再
版
本
p .
99] 。

W .
 
G.
 Asto
n .
 
A
 G
ra
m
m
ar
 of
 t
he
 Ja
p
anese
 S
po
ken
 L
an

唇a
ge ,
p
 

•
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pp.2
1-

22
ゃ

玲
心

0
E姦

巽
特

豆
t¾

1器

NICI寸ISI 91 Ll 81 61 

［
蕊

-'-1
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]

［恩
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a -N NNCN文5

H
. J. W

eintz. H
ossfeld's Japanese G

ram
m

ar , p. 54. P
hiladelph

ia. 
19

14
 L

�
 岱

1904
忌

崎
19

19
固

塔
\'.I

�
tO

]
゜

A
. R

ose-Innes. C
onv四

sational
Japanese for begiim

ers. 
P

art II. 
E

lem
ent紅

y
G

ram
m

ar of the 
Japanese [S

poken] L
an ­

guage. N
ew

 edition, p . 
12. Y

okoham
a . 

19
19

 [ 忌
器

］
゜

w
. M

. M
c. G

overn
, P

H
. D

. C
olloq uial 

Japa nese, pp. 20
-

2
1. 

L
ondon

. 
1920 

[ �
 廷

〔 pe匹
yj

koncentr) str. 49
-

50]。

匡
斗

p
.

20 [差
廷

p .
2

1
° 

澁
監

怜
蕊

1 話
st.I·.

49-
50]

0 

O
p. cit., p. 

IS
L

 

匡
-'--1

0

O
p. cit., pp. 

15
1, 1s2. 

O
p. cit., p

. 
154. 

O
p. cit., p

. 160 etc. 

O
p. cit., p. 

154. 

D
r. R

. L
ange. A

 T
邸

t-B
ook

of C
olloquial Japanese. E

nglish edition by C
hristopher N

oss, p
. 

142. T
okyo. 

1903 
pp. 

162
-

3] 0 

G
. P

laut. G
ram

m
atik

a Japonskogo R
azgovom

ogo Jazyka, str. 12
. S

pb. 19
10.(エ

妥
口

臣取
組

配
釦

謡
'

V
ladim

ir
Isakovic 

渋
箆

゜
哀
�
-X
*

p. 
1 1 ]

゜
［

蕊
斗

ギ
豆

］

［
盗

吝
毎

猛
蕊

1
福

茶
P

.
L

ang e
�

 宴
恙

非奴
器

,-'J
H

. P
l aut

�
 窓

捉
鉛

仕
ぎ

叫
出

苗
ミ

1"
t(l

 Q :ti
·

1�
{(

P
. 

L
ange

認
奴

盗
寺戸

H
. P

laut
組

釜
が

記
泣

湿
咋

ふ
足

森
＂

足
全

，埒
や

令
心

］
゜

K
. M

eissner. 
L

ehrbuch der 
G

ram
m

atik der 
Japanischen 

S
chriftsprache, 

pfl. 6-
7 

&
 

17. 
D

eutsch
e 

G
esellschaft 

fur 
N

atur-
u. V

olkerl run_
de O

stasiens. T
okyo. 1927. 

B
alet. G:

ram
m

afre Japonaise. L
angue par! 紐

3-iem
e

edition, 
p

. 
126. Y

okoham
a. 

1908�
[

1899
辱

器
］

［
蕊

4
ぐ

式
】

D
. Sn土

n
ov.

R
ukovodstvo k izuceniju japonskogo jazyka 

[エ
共

産
�

�
坦

茫
］ 、

str.
23

-
24, 72, 

118, S
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1890. 

O
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2
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工
妥

淫
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28 27 26 25 

同
上 、
str .
2
1.
 

同
上

、
st
r.
2
 I.
 

D .
 
M .
 
Pozdn
ee
v .
 
Gra

mmat
ika
 raz
govo
mogo
 ja
po
ns
kogo
 jaz
y
ka•
 
Kons
唸
kt
le
kcij ,
 citann
yx
 v
 Voe
nnoj
 
Aka
de
mii
 
R
K

KA
 

i
 v
 I
nsti
tute
 V
osto
ko
v
ed
enija
 v
 19
22/23
 uce
bno
m
 godu ,
 str .
 8
2、
95 ,
97 .
 
Mos
kva .
 1
923
 g .
 [
日
＊
口
熙
文
法

一
九
ニ
ニ

ー
ニ

三
年
度
芳
股
赤
軍
陸
軍
大
尿
及
東
洋
學
命
品叫
韻
諮
義
概
要 、

八
ニ
・

九
五・
九
七
頁 、

英
斯
科 、
一

九
ニ――-
年] 。

同
上 、

同
頁0

[
以
上
九
頁
】

文

衿

研

究

第
十
五
耕

六
八

（
一
六
九
八
）

，
 

`
T
 • 

9,＇,
0(
 
，
 
，
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日
本
話
動
詞
現
在
時
形
態
論

秤
中
に
猿
見
す
る。

第
一

節

第
三
章

【―
ニ
ー

三
頁】

六
九

（
一
六
九
九
）

Aston
の
解
説
に
於
け
る
第
二
活
用
動
詞
現
在
時
語
尾「
得
る」
説【―
ニ
ー

三
頁】

さ
て
吾
人
は
日
本
語
現
代
欧
文
法
の
開
祖
逹
な
る
Aston
と
Cha
mberlain
と
に
よ
つ
て
第
二
活
用
動
詞
現
在
時
語
尾「
得
る」
訛
が

如
何
に
解
誂
さ
れ
て
あ
る
か
を
見
る
事
に
す
る
が 、
是
と

共
に
此
説
が
凡
て
上
示
の
矛
盾
に
少
か
ら
す
買
任
が
あ
る
と

云
ふ
事
が
盆
々
知

ら
れ
る

結
果
と
な
る
の
で
あ
る。

第
二
活
用
動
詞
語
尾
と

動
詞

7
d

こ`
ミ
「
得
る」
の
到
應
形
と
の
同一
性
に
到
す
る
Aston
の
見
解
を
吾
人
は
活
用
に
就
て
の
次
の
註

批
判
的
註
解

第
二
活
用
動
詞
現
在
時
語
尾
「
得
る
」
説
と
若
干
の

．
 ヽ

,' 

9

.

 

>'9,'
 



（
一
七
0
0)

「
日
本
語
動
詞
三
活
用
中
で
は
第一
活
用
が
明
確
に
本
源
的
で
あ
る
」。

「
第
三
活
用
は
那
ら

箪
音
節
語
根
【
英
文
原
薔
も
root)

動
詞
か
ら
成
立
し
て
ゐ
る。

是
等
動
詞
は
た
と
へ
第一
活
用
に
よ
つ
て
焚
化
す

0

0

0

 

る
と
し
て
も 、

副
詞
形
【adverbial
for
m

連
用
形
に
性,
る

}
以
外
は
励
詞
の
全
部
分
に
於
て
母
音
語
根
は
殷
滅
し
た
の
で
あ
ら
う
が 、

共
喪
失
な
る
も
の
は
二
文
字
〔b u
k va

〕
【
英
文
原
継
の
l ett er

が
勿
論
祖
式
言
語
躾
的
術
語
用
法
な
の
で
あ
る
】
よ
り
の
み
な
る
語
に

0

0

0

 

已
然
形

於
て
は
認
容
さ
れ
る
の
が
困
難
で
あ
ら
う°

是
を
辿
け
る
岱
に
文
字
r

が
語
根
と
限
定 、

終
結
及
び
完
了
形
【perfect
for
m
 

に
裳
る】
の
特
徴
的
屍
昔
語
尾
と
の
間
に
抑
入
さ
れ
た
の
で
あ
っ
て 、
か
く
て
吾
人
は
例
へ
ば
、)21̀9
苫`
こ
ほ
の
代
り
に

否
定
語
基
に
於
て
は
母
昔
語
根
の
際
滅
は
他
の
手
段
に
よ
つ
て
避
け
ら

れ 、

郎
ち
語
根
が
斐
更
な
し
に
留

「
共
愛
化
は
疑
も

無
く

幾
分
は
同
上
原
因
に
よ
つ
て
或
程
度
迄（
江
戸
の
口
語
に
於
て
は
同一
で
あ
る
が）
第一――
活
用
動
詞
斐
化
に
類
似
す

庶甍
首
節
語
根
を
有
す
る
他
uJ
動
詞
か
若
干
存
す
る。

是
等
動
詞
の
―
つ
は
1̀
m̀
「
得
る
」
で
あ
っ
て 、

是
は 、

副
詞
形
は
ヽ
、

終
綜
形

は
1̀
、

限
定
形
は

ぎ`
、

否
定
語
基
は
ヽ
、

完
了
形
は
ミヽ

の
様
に
活
用
す
る
の
で
あ
る。

S ‘``

は
腐
際
は
第
三
活
用
の
少
し

斐
格

な
動
詞
と
し
て
吟
味
さ

れ
得
る
の
で
あ
る。

ヽ
に
終
る
励
詞
語
尾
と
同一
で
あ
る
菓
が
解
り 、

全
類
似
動
詞
は
此
動
詞
ミ
1｀
が
絞
く

語
根
か
ら

成
立
す
る
と

云
ふ
緒
論
を
箆
す
充
分

な
根
撒
が
得
ら

れ
る。
日在
は
此
活
用
動
詞
の
大
部
分
を
鞘
成
す
る

受
身
及
び
使
役
動
詞
へ
の
闘
係
に
よ
つ
て
明
か
に
生
す
る
の
で
あ
る
。

さ
msdr
ぎ｀
「
殺
さ
る
る」
は
明
確
に

苓
g,
t'1
ミ`

即
ち
「
殺
す
ー

在
り
ー

得
る
」
に
外
な
ら
な
い 、

苓
怠
娑
ミ
「
殺
さ
す
る」
は

苓
気'sゞ
1
3`

帥
ち
「
殺
し
ー

鯰
—

得
る」
で
あ
る
。

例
へ
ば
良z
各`
ミ`
「
預
く
る」

（
質
際
は
io
g、
こ0ke、:
c
苓rg、
of)

こ息
ぎ`

る
様
に
認
容
さ
れ
た
の
で
あ
る
」。

｀`
ゞヽ

を
有
す
る
の
で
あ
る 。

文

尿

2" 
ノし

語
尾
一
笠
表
【
Table
of
 In
flexions
)
へ
轄
す
る
と 、

主
要
部

1｀
ミ`

は
第
二
活
用
の
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十
五
輯

七
〇

9

9
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日
本
語
勁
詞
現
在
時
形
熊
論

滞
T
喪・
J記

永
湘
喪・
心転

翠

溌
1-
2

潔
證
こ
B

奎
翌
）一ゞ

小
表
を
得
る
の
で
あ
る。

第
二
節

(Cha
mberlain

 Iい
肝-t
森
宰
主
翌
栄）

(
Cha
mberlain

 \い
%
m、-i .
1
活
寺）

動
詞
の
分
析
が一
般
に
是
を
頴
し
て
ゐ
る」。

11re
 

ヽ 1へ
/"I

 

1̀
 

ヽ
「
苺
か
」

Aston
の
見
解
に
闘
す
る
批
判
的
註
解【一
三
ー

四
頁】

音
節
蔽
根
を
有
す
る
何
か
他
の
動
詞
で
あ
る
か
は 、
或
は
疑
ひ
得
る
様
で
あ
る」。

5

-1:: 

共
等
は
明
か
に
亦
派
生
動
詞
で
も
あ
る
が 、
併
し泣叩
尾
ミ1`
は
動
詞
1̀
m̀
「
得
る」
で
あ
る
か 、

苔
ざ`

、4ゞ
n`

 `

 

uab7̀r、.

ミ0b、
答
b、

（一
七
0

1

)

 

「
玲4
ぶ」

叉
は
例
へ
ば
ぎ`
「
居
る」
の
様
な
箪

「
見
ゆ
る」
類
の
他
動
詞
及
び
自
動
詞
が
同
嬰
索
を
保
有
し
て
ゐ
る
事
は
容
易
に
明
示
し

得
る
の
で
あ
っ
て 、
此
活
用
の
ヽ
に
終
る
茂
餘

「
共
語
根
が
2

に
終
る
動
詞
の
数
は
比
較
的
に
小
い
の
で
あ
っ
て 、
共
等
の
多
く
は
亦
第一
活
用
に
よ
つ
て
綾
化
す
る

事
も
出
来
る。

吾
人
が
今
Aston
の
引
證
す
る
語
尾一
唸
表
へ
韓
じ
て 、
共
中
の
前
掲
第
二
活
用
勁
詞
を
勁
詞
「
得
る」
と

比
較
す
る
な
ら
ば 、
次
の

• J • ， 

， 
-•. • 

．
 

疇

• 

.. 

｀ ヽ
゜

• 

-
』
ヽ

． 

~
一



」
と
の
同
一
性
は 、

特
に
不
定
形
iabe
の
説
明
に
封
し
て
は
認
容
せ
ら

れ
る 。

此
故
に
動
詞
不
定
形
、
「
得」
が
添
加
さ
れ
て
不
定
形

此
小
表
は
動
詞「
得
る」
の
前
掲
形
が
動
詞
苓
芍
ミ
「
食
べ
る」
の
非
派
生
語
基
iab'
に
続
く

部
分
と

帥
ち
、
11
,
、
J̀

11
,1̀

J̀
m̀

11
,1
3̀9
、
11
,
e

》

7̀
r、
11
,1̀
rヽ
で
あ
る
事
を
明
示
し
て
ゐ
る 。
さ
て
こ
そ
此

根
披
と
し
て
Aston
は
動
詞

ぎ`
「
得
る」
の
鉗
應
形
を
有
す
る
語
基
i0b'
に
絞
く

全

あ
る 。

動
詞
芯
芍
ミ
の
前
描
形
語
尾（
又
は
語
尾
と

誤
認
さ

れ
る
も
の）
が
動
詞

ぎ`
「
得
る」
の
到
應
形
と
同一
で
あ
る
と

云
ふ
事
の
如

何
な
る
形
態
論
證
を
も 、
又
は
換
言
す
れ
ば 、
此
動
詞
の
文
法
用
法
〔
g
ra
m
ma

 ti
 kalizaci
 j a
 J
の
如
何
な
る
形
態
論
證
を
も

彼
は
掲
け
て

居
な
い
の
で
あ
る 。
同
上
動
詞

ざ`
「
得
る
」
の
同
上
形
と

第
二
活
用
の
共
他
の
受
身 、

使
役 、

自
動
及
び
他
動
の
全
動
詞
野
應
形
語
尾
と

の
同一
性
に
就
て
語
る
時
も

亦 、
同
様
彼
は
何
等
の
形
態
論
證
を
も

典
へ
て
ゐ
な
い。

芍
mstへ＇
且'1
ミ`

帥
ち
「
殺
す
ー

在
り
ー

得
る」
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
る
と

云
ふ
姐
に
於
け
る
断
言
は
無
根
腺
で
あ
り 、
そ
し
て
直
に
解

「
他
動
詞
及
ぴ
自
動
詞
が・・・・・
同
要
素
を
保
有
し
て
ゐ
る
事
は
容
易
に
明
示
し

得
る
の
で
あ
っ
て 、

の
分
析
が
一
般
に
是
を
暴
露
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る」
と

云
ふ
類
に
於
け
る

共
他
の
断
言
も

亦
斯
か
る
無
根
抵
な
特
微
を
有
し
て
ゐ
る 。

A st on

は
「
主
要
部
7`
ミ`

は
第
二
活
用
の
ヽ
に
終
る

動
詞
語
尾
と
同一
で
あ
る」
と

断
言
し
て
ゐ
る 。

是
は 、

彼
に
於
て
は
不
定
形
に
外
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る「
語
根」
か
ら
出
た
第
二
活
用
動
詞
涙
生
物
に
就
て
彼
が
語
る
所
に
基
い
て
批

測
し

得
る
で
あ
ら
う

如
く 、

例
へ
ば
励
詞「
食
べ
る」
の
一
院
表
に
於
け
る

上
掲
の
不
定
形
帥
ち
i

怠ヽ

は 、

か
ら
で
な
く 、

仝0
芍

（
郎
ち
其
自
身）
＋
、

仝
芯
＋ヽ

か
ら

形
成
さ

れ
た
の
で
あ
る
と

云
ふ
事
を
意
味
す
る。
iabヽ

に
於
け
る
＇ヽ

と
不
定
形
に
於
け
る

動
詞
、
「
得

此
活
用
の
ヽ
に
終
る
残
餘
動
詞

る
通
り 、

形
態
矛
盾
以
外
何
物
へ
も

部
か
な
い
の
で
あ
る。

は
明
確
に

形

態

同一
性
に
就
て
結
論
を
為
す
の
で

文

胡し

研

究

第
十
五
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例
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H
本
諮
動
岡
現
在
時
形
態
論

s
芯`
ミ`

で
あ
る
と

陳
べ
て
ゐ
る。

恙ヽ

が
形
成
さ

れ
る
様
な
何
か
他
の
＊

怠ヽ

を
推
測
す
る
事
は
出
来
な
い
の
で
あ
る。
idbヽ

が
A
*
idbヽ
＋ヽ

か
ら
で
な
く

仝
芯
＋ヽ
か

あ
っ
て 、

ま
し
て
斯
か
る
二
重
の「
得
取」
〔pol.ucenie〕
（
食
＋
得
＋
得
る
〔est'
+
polucenie +
 polucat'
〕）
は
全
く

何
物
を
も

輿
へ
な

い
の
で
あ
る
し 、
iab1
ミ`

も
亦
＾
＊
idbヽ
十1
3`

か
ら
で
な
く

A
怠
＋
ざ`

か
ら

形
成
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

fdbヽ

が
仝
怠
＋ヽ

か
ら

形
成
さ
れ
る
な
ら
ば 、
例
へ
ば
不
定
形
korosarヽ

は

七

（
一
七
01
―

-

）

が 、
Korosare
が
＾
Korosar
+e
か
ら

形
成
さ
れ
る
な
ら
ば 、

芯―·osar
ぎ`

は
＾
Koros
ミ
＋ヽ
ミ`

か
ら 、
Korosdr1̀
m、
は

＋
き`

ガ
ら

形
成
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い。
同
様
に
動
詞
芯r
g1̀
「
殺
す」
の
使
役
相
芍
ミ
蕊
尽
ミ
は

適
用
を
払
と
し
て
の
是
等
二
励
詞
の
形
態
惜
成
は 、

A
A07 .05dr

 

正
確
に
言
へ
ば 、

斯
か
る
も

所
が
A st o
n

は
Korosdr1
き`
「
殺
さ
る
る」
は
明
確
に
koro
g，
ミ1，
ぎ`

に
外
な
ら
な
い
し 、
Korosds1̀
m̀
「
殺
さ
す
る」
は
[grosi,

 ,
 

か
く
て
「
全
類
似
動
詞
（
即
ち
第
二
活
用
全
動
詞
Z•

 M.)
は
此
励
洞

f｀
ミ`

が
後
へ
紐
く

語
根
か
ら

梢
成
さ

れ
る」
と

云
ふ
Aston
.;,

断
言
は 、

若
し
も

彼
が
箆
す
様
に 、

節
根
を
動
詞
の
不
定 、
又
は
彼
の
術
諮
用
法
に
よ
つ
て 、

副
詞
形
と

解
す
る
な
ら
ば 、

奨
質
で
な
い

と
云
ふ
事
が
示
さ

れ
る
の
で
あ
り 、
そ
し
て
由
々
し
き
形
態
矛
盾
に
至
る
の
で
あ
る。

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る。

第
二
活
用
動
詞
語
尾「
得
る

罷
の

順

次

的

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い。

ら
形
成
さ
れ
る
な
ら
ば 、

例
へ
ば
idbヽ
ミ`

は
＾
＊
idb̀
＋
ぎ`

か
ら
で
な
く

^
 leorosas
 ＋
月`

か
ら
成
立

^
 korosar
 +、
か
ら

形
成
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

＾
苓ゃ
＋
ぎ`

か
ら

形
成
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い。
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か
く
て
励
詞
「
得
る」
の
現
在
時
限
定
形
及

●
共
條
件
語
基
は
複
合
形
態
組
成
を
有
す
る
と

云
ふ
事 、
前
者
は
9早一
語
基
予 、
不
明
り

あ
る
と

す
る
と 、

限
定
形

ぎ`
及
ぴ
所
謂
條
件
語
使
きi‘
に
於
て
痰
見
さ
れ
る
此
共
通
部
ミ＇
は 、
励
詞
の
宜
個
意
維
の
姫
常
物
で
あ

る
非
派
生
語
羨`
＇
と 、
そ
し
て 、
或
形
態
質
叉
は
今
迄
の
所
我
々
に
は
共
意
疵
不
明
の
接
尾
僻
'7 .'
と
の 、
二
部
分
に
分
裂
し
て
了
ふ 。

が
是
は 、

翡
謡
部
ミ＇

は
9平一
で
は
な
く

派
生
の
開枯
で
あ
る
と

云

靡 、

み
求
め
る
必
要
が
あ
る
と

云
ふ
軍
を
意
味
す
る
の
で
あ
る。

接
尾
癖
'r'
、

そ
し
て
現
在
時
語
尾＇
1｀
か
ら 、

後
者
は
同
上
語
甚
序 、

同
上
接
尾
寄

'r,
、

そ
し
て
條
件
語
基

＇ヽ
＇

の
接
尾
僻
か
ら

成
立
す
る
と

云
ふ
事
が
解
る。

そ
し
て
質
閤
意
義
は
ミ＇
全
部
で
は
な
く7̀
'

に
於
て
の

語
尾，1̀
を 、
條
件
語
基
に
於
て
は
接
尾
僻
，
＇ヽ

を
幽
す 。
若
し
も
7｀

が
動
詞
の
碇
憫
意
義
が
特
に
述
結
も
さ
れ
て
あ
る
非
派
生
語
状
で

此
限
定
形
ì
m`
と

同
上
励
詞
の
所
即
條
件
語
非
ミe'
と
を
比
較
し
て 、

で
あ
る
か。

第

三

節

利
人
は
共
通
部
ミ＇
を 、
そ
し
て
共
外
に 、
限
定
形
に
於
て
は

で
第
二
活
用
励
詞
語
尾「
得
る」

説
な
る
も
の
は 、
動
詞「
得
る」
自
身
の
形
を
説
明
せ
す
に
残
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
と

云
ふ
事
を
指
ホ
し

な
い
識
に
行
か
な
い 。
勁
詞
「
得
る」
の
現
在
時
終
結
形

7へ
に
は
此
時
稲
の
終
結
機
能
の
形
式
意
森
の
み
な
ら

す 、
動
詞
の
宜
熙
窓
義
も

喜
緒
す
る
が
故
に 、
7｀

は
動
詞「
得
る」
の
現
在
時
終
緒
形
の
み
な
ら
す 、
共
箪一
叉
は
非
派
生

闊
で
も
あ
る
と

云
ふ
叫
蓋
味
す
る

の
で
あ
る。
併
し
7ヽ

が
其
非
派
生
甜
基 、
卯
ち

共
往
閤
意
義
の
唯一
的
熊m
物
で
あ
る
と

す
る
と 、

共
限
定
形
の
形
態
は
如
何
な
る
も
3

文

學

研

「
得
る」
説
と
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H
＊
悩
拙
阿
現
れ
時
形
態
論

を
諷
知
の
も
の
と
同一
説
す
る
事
と
な
る
か
ら
で
あ
る。

七
五

此
故
に
第
二
活
用
動
汎
の
現
在
時
限
定
形
と

條
件
語
非
と
を
阿
上
形
に
於
け
る
動
詞「
得
る」
の
添
加
に
由
つ
て
説
明
す
る
事
は 、

同
様
な
複
合
組
成
を
ば
現
在
時
口
賠
形
も 、

此
動
詞
の
は
111

條
件
断
基
も

有
し
て
ゐ
る
の
で
あ
っ
て 、
帥
ち
臼`
及
び
、re, 0

或
不

ぎ`
と
き` ‘
‘~t'
と
1
`
7 ．ヽ
＇

間
oJ
邪
異
な
る
も
OJ
は 、
ぎ`
と
、r .e'
と
に
於
て
は 、
1

ミ`
3

1…re'
に
於
け
る
が
如
き
き
で
は
な
く 、
e,

が
動
詞
の
質
閥
意
蕊
の
述
結
さ
れ
て
あ
る
堺一
語
基
で
あ
る
と

云
ふ
事
に
蹄
す
る
の
で
あ
る。

人
は
或
共
通
部、r'
を
分
離
す
る
3

共
を
同
時
に
動
洞
の
行
閤
意
義
の
姫
賞
物
帥
ち
共
語
基
で
あ
る
所
謂
不
定
形
ヽ
に
比
較
し
て 、
吾
人

は
同
じ
く
、r .＇
に
於
て
此
箪一
語
基e'
を
分
離
す
る
の
で
あ
る。
残
餘
形
態
部
は
7き`
と
1
`
r

＇ヽ
と
に
於
け
る
も
の
と
同
様
で
あ
る。

凡
て
是
は 、
励
詞
「
得
る」
の
現
在
時
限
定
形
芍～`
と

共
封
應
口
語
形
ぎ`
と
が 、
文
語
形
ミヽ
＇
と
口
語
形
rヽヽ
＇
と
の
所
謂
條
件
語

悲
も

亦 、
「
得
る」
説
に
よ
つ
て
完
全
に
無
説
さ
れ
る

共
特
別
形
態
を
布
し
て
ゐ
る
事 、
共
等
は
共―
つ
が
其
不
明
の
大
き
さ
を
表
示
す
る

共
自
身
の
特
別
形
式
附
恥
物
を
行
し
て
ゐ
る
事
に
就
て 、
語
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る。

明
の
も
の
を
他
の
不
明
の
も
の
に
由
つ
て
説
明
す
る
慕
を
意
味
す
る。
第
二
活
用
動
詞
の
不
定
形
語
尾，ヽ

及
ぴ
現
在
時
終
結
形
語
尾

'

1
`

と
同一
視
さ
れ
る
励
詞「
得
る」
の
不
定
形
ヽ
及
ぴ
現
在
時
終
結
形
ミ
に
於
て
は
励
詞「
得
る」
自
身
の
語
届
以
外
は
何
も

保
有
さ
れ
な
い
と

云
ふ
甜
に
鑑
み
て
み
て 、
此
説
が
説
明
し

得
る
で
あ
ら
う

最
大
の
も
の
は 、
第
二
活
川
動
詞
の
不
定
及
ぴ
終
結
形
な
の
で
あ
る°
此
故
に

語
尾，ヽ
"

,
i｀
と

励
詞
「
得
る」
形
、
こ`
の
比
較
な
る
も
の
は
更
に
前
者
を
誂
明
し

得
る
事
と
な
ら
う
が 、
何
と
な
ら
ば
是
は
未
郷
の
も
の

併
し
な
が
ら
丑右
し
も

勁
詞
形
、
こ
d

に
於
て
共
在
俯
慈
裟
が
最
初
に
川
現
し 、

共
次
に
課
に
共
形
式
意
森
が
行
は
れ
る
と
す
る
と 、
如

何
に
し
て
同一
箪一
謡叩
駈

の音
墜
菱
稲
が
様
々
の
形
式
意
義
を
狼
得
し

た
か 、
そ
し
て
何
が
故
に
例
へ
ば、
が
終
綜
彫
UJ 、

1｀
が
不
定
形

（一
七
0
五）

ぎ`
と
、rヽ
＇
と
を
互
に
比
較
し
て 、
吾
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る
。 祁

い
た
の
で
あ
る。

の
第
に 、

第

四

節

第
二
活
用
動
詞
語
尾
と
の

l

音
聰
合
致
【一
六
ー

七
頁】

勿
諭
何
人
も

あ
る
と
は
斯
言
し
な
い
で
あ
ら
う 。

類
似
言
語
駆
的
見
解
の
時
代
は
夙
に
過
き
去
っ
た°

併
し
な
が
ら

共
を
妨
け
得
た
で
あ
ら
う

何
物
も

共
綺す
の
性
質
自
身
中
に
は
無
か
つ
た
の
だ
と
す
る
と 、

共
は
明
確
に 、
ヽ
を
し
て
不
定
形
の
意
義
を 、

1｀

を
し
て
終
結
形
の
意
義
を
猥
得

さ
せ
た
或
物
が

の
彫
の
語
尾
に
は
披
早
酎
應
的
に
音
控
質

2

及
ぴ

1｀
が
存
し
て
ゐ
た
が
故
に
起
つ
た
の
で
あ
る
。

換
言
す
れ
ば 、

若
し
も
ヽ

及
ぴ

7｀

が
不
定
及
ぴ
終
結
形
の
意
義
を
獲
得
し
た
と
す
る
と 、

共
は
第
二
活
用
動
詞
糾
織
に
於
け
る
是
等

此
音
合
同
〔zvu
kovoe
 sovpadenie
)
 

一

方
で
は
不
定
形
へ

、

他
方
で
は
終
結
形
へ
の
語
基
昔
弗
愛
種
の
固
定
が
起
つ
た。

共
等
の
脊
整
分
化
が
共
等
の
形
式
分
化
へ ．

が
若
し
も
左
様
だ
と
す
る
と 、
「
得
る」
説
は
第
二
活
用
励
詞
の
不
定
及
ぴ
終
結
形
語
尾
さ
へ
を
も
説
明
し
な
い
事
に
な
る
の
で
あ
っ
て

、

却
て 、

是
等
の
形
の
語
尾
が
動
詞「
得
る
」
の
語
基
酋
控
斐
種
二
箇
ヽ
こ`

の
形
式
分
化
を
説
明
す
る
の
だ
と

云
ふ
事
が
示
さ
れ
る
の
で
あ

「
得
る」
説
の
唯
一
的
且
偶
然
的
根
披
と
し
て
の
動
詞「
得
る」
形

1へ9
7n .]へ
；p
;

ぎ`

と

等
が
含
入
さ
れ
も
し
た
動
詞
形
既
村
組
織
の
み
が
成
り
得
た
の
で
あ
る。

L‘
 
J/

 
邸：
�1• 

の
.
.

 1
 

K
 

↓
 

t

 

斤
L-

外

で

は

性

質

自

身

中

に

ヽ

は
共
が
終
綜
形 、

7、

は
不
定
形
と
な
る
を
許
容
し
な
か
っ
た
何
物
か
ゞ
あ
っ
た
の
で

の
惹
裟
を
猥
得
し
な
か
っ
た
の
か
と

云
ふ
問
題
が
生
す
る。

文

昂

研

究

第
十
五
輯

在
し
た
の
だ
と

云
ふ
甜
に
な
る
。

此
外
部
力
に
は
類
推
の
法
則
に
よ
つ
て
共

→‘
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． 

日
本
語
動
岡
現
在
時
形
態
論

七
七

（
一

七

0

七
）

す 、
却
て 、
形
態
的
の
矛
盾
と

訣
餡
と
に
充
満
し
て
ゐ
る
と

云
ふ
事
と 、
同
説
は 、
第
二
活
用
動
詞
封
應
形
語
尾
と

誤
認
さ
れ
る
も
の
と

0
0

 0
 0
 

動
詞
形
1へ9
1n .Iヘ-
‘》
、7 .1̀
「
得
る」
と
の
同
昔
整
合
同
〔
foneticeskoe
sovpadenie〕
の
み
に
碁
い
て
ゐ
る
と

云
ふ
事
と
を
表
し
て
ゐ
る 。

硯
代
言
語
限
は 、
同
翌
既
的
の
み
の
合
致
な
る
も
の
は
大
抵
偶
然
で
あ
る
が
故
に 、
厖
盛
で
あ
る
が
故
に 、
日定
に
立
脚
せ
る
全
形
態
結
論

に
封
し
て
は
絶
到
的
に
苦
戒
す
る
の
で
あ
る
か
ら 、
此「
得
る」

説
の
同
昔
拌
根
拙
は
不
完
全
で
あ
る
の
み
な
ら
す 、
打
明
け
て
言へ
ば 、

第
三
活
用
動
詞
語
尾，
ざ`
と
動
詞
（
さ）
ざ`
「
居
る」
と
の
Aston
に
よ
る
同＿
覗【一
七
頁】

共
他 、
所
謂
第
三
括
用
動
詞
語
尾,
ぎ(
は
多
分
動
洞
（
さ）
ざ`・
「
居
る」
の
封
應
形
に
外
な
る
ま
い
と

云
ふ
Aston

の
推
測
が
第
二
活

用
励
詞
語
厖「
得
る」
説
以
上
に
は
批
判
に
堪へ
な
い
と

云
ふ
事
は 、
語
る
必
要
も
な
い。
是
は「
得
る」
説
と
同
様
の
音
弦
合
同
に
立
脚
し

て
ゐ
る
の
で
あ
り 、
同
上
説
に
到
し
て
は
逝
か
に
非
難
し
な
い
認
に
は
行
か
な
い
の
で
あ
る
が 、
何
と
な
ら
ば
動
詞（
さ）
ざ`
は
思
ミ
と

密
か
れ
る
か
ら
で
あ
っ
て 、
日在
は
(7u)i
rt

 `
が
第一二
活
用
勁
詞
に
於
け
る＇
f

ミ`
と

音
竪
的
に
は
合
同
す
る
か
も
知
れ
な
い
形
式
＊
7`
m̀

を
有
し
な
い
事
は
最
早
言
ふ
迄
も
な
い
と
し
て 、
古
代
日
本
語
に
於
て
は
現
今
の
如
き
ぎ`
で
な
く
←
笙
も

‘
1｀
と

猿
音
さ
れ
て
ゐ
た
と

云

ふ
甜
を
意
味
す
る
か
ら
で
あ
る。
所
典
の
場
合
に
於
て
は
Aston
は

＊^
tuirl、
か
ら
出
た
第
三
活
用
動
詞
に
於
け
る＇
ぎ`
と＇7̀
m̀
と

第
五
節

同
説
に
充
分
な
る

疑
惑
を
感
ぜ
し
め
る
の
で
あ
る 。

前
述
凡
て
は 、
第
二
活
用
動
詞

覧
「
得
る」
設
な
る
も
の
は
Aston

式
解
説
に
於
て
は
堅
質
な
る
形
態
根
底
を
有
せ
ざ
る
の
み
な
ら

≪
 .. 

｀
 

“• 

"' • 

．
 

，
 

｀
 
~
 

．
 ‘ 
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郎
ち「

得
る」
な
る

表
示
へ
の
如
何
な
る
賜
係
を
も

有
し

な
い
だ
ら
う
と

云
ふ
事
を
意
味
す
る。
併
し
な
が
ら

共
等
が
語
尾
に
過
ぎ
す 、

動

詞「
得
る
」
自
身
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
り 、
そ
し
て
な
い
の
で
あ
る
と
す
る
と 、

第
二
活
用
励
詞
語
尾「
得
る」
説
は
根
本
に
於
て
破
れ
る

が
若
し 、
Cha
mberlain
の
推
測
す
る

様
に 、
f
(jot)
が
語
基
で
あ
る
と
し
た
ら 、

是
は
ヽ
と
7｀
と
は
形
式
附
蜀
物
に
過
ぎ
な
い 、

上
為
の
計
解
の
後
で
は 、

獨
立
動
詞
「
得
る」
の
Cha
mberlain
に
於
け
る
前
掲
形
は
同
語
尾
の
み
か
ら 、

帥
ち
同
形
式
附
船
物
の
み

し
て
ゐ
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る」 。
③

の
形
成
可
能
を
箪
に
鋲
他
に
認
容
し

て
ゐ
る
の
で
あ
る。

今
度
は「
得
る」

説
の
Cha
mberlain
式
解
説
に
轄
す
る
が 、

私
は
何
よ
り
も

先
づ
動
詞
ミ 、
Iへ》
ヽ
ミ
「
得
る
」
に
脳
す
る
彼
の
見
解
に
停

蔀
す
る。
彼
門
く
「
共
唯一
的
笈
格
と

云
ふ
の
は 、

消
失
し
た
る
文
字
【l ett er

と一
本
ふ
の
は
A s
t on

と
同
じ
く

筈
式
言
語
礫
術
語
用

法
で
あ
る】

ミi
j

は
其
現
在
語
基
な
の
で
あ
る
か
ら 、

共
が（
少
く
と

も
外
見
上
は）
語
基
を
有
し
な
い
と

云
ふ
事
に
存
す
る。
共
は
石

四
ー

五
七
頁
【
培
訂
版
で
は
六
三

ー
六
買】
に
前
摘
の
第
二
活
用
活
用
例
語
尾 、

特
に
不
定
形
e
、

現
在
時

1｀
及
ぴ

1
d

ミ
等
か
ら

成
立

か
ら
成
立
す
る
甜
は
出
来
な
い
と

云
ふ
事
を 、
論
證
す
る
必
央
は
な
い。
是
等
全
形
が
語
尾
の
み
で
あ
る
と
し
た
な
ら
ば 、
共
等
の
―
つ
も

が
宜
陀
意
義
を
布
し
な
い
事
と
な
ら
う 、

郎
ら

動
詞「
得
る」
と

連
結
さ

れ
た
表
示
を
表
現
し
な
い
事
と
な
ら
う 。

従
っ
て 、

是
等
の
形
の

各
々
に
於
て
は
動
詞「
得
る」
の
宜
席（
現
商
的）
意
義
の
掠
貨
物
で
あ
る
語
基
附
蜀
物
が
保
有
さ
れ
て
あ
る

繹
な
の
で
あ
る。

． 

第
六
節

文

W, 

研

動
詞「
得
る」
の
妻
格
に
就
て
の
Cha
mberla
in
と
其
誤
謬【一
七
ー

八
頁】

究

.
..

 '
F
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日
本
語
動
詞
現
在
時
形
態
論

少
か
ら
ざ
る
場
合
に
於
て 、

kdrf̀
 

ka、lì

繹
な
の
で
あ
る。

f1̀f .1̀
 

Àdk1̀r1̀
 

ヽヽ
z
ミ
苓
ミ`

OSor1̀
 

第
七
節

一
は
自
動 、
他
は
他
動
の

「
姦
ぶ」

「
器
か ．」

「四
L

か」

「
浩
芯」

「

四
が
」

「
溺
か」

ヽ ‘ ヽ ‘

 

ヽ

ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ

七
九

Cha
mbe
rla
in
の
解
説
に
於
け
る
第
二
活
用
動
詞
語
尾「
得
る」
説【一
八
頁】

（一
七
0
九

併
し
な
が
ら 、
f
(jot)
が
動
詞「
得
る」
の
語
甚
で
あ
っ
た
と
Cha
mberlain
に
吐
鋸
さ
れ
た
怠
見
か
ら
出
て
来
る
此
裳
然
な
結
論
に

も
不
拘 、
彼
は
矢
張
り

第
二
活
川
動
詞
は
勁
詞
ミ1̀9
ヽ
ミ
の
助
力
に
由
つ
て
形
成
さ
れ
た
と
見
倣
し
て
ゐ
る。

彼
日
く
「
第
二
活
用
は
語
基
ヘ

ミ`ヽ
（
又
は
7ヘ
ミ）
「
得
る」
の
膠
瘤
に
よ
つ
て
得
ら

れ
た
派
生
的
な
も
の
で
あ
る
・・・

若
干
の
場
合
に

於
て
は 、
特
に
受
身
動
詞
に
於
て
は
ぎ`
な
る
斯
か
る
用
法
は
頗
る
諭
迦
的
で
あ
る
が
（『
日
本
口
語
文
法』
第一―1
0
四
節
酎
照） 、

語
の
接
尾
癖
累
栢
へ
の
偏
好
性
な
る
も
の
が
斯
か
る
必
央
の
存
し
な
か
っ
た
他
の
多
く
の
場
合
に
於
て
、ミ`
を
添
加
さ
せ
た。

ー
は
海
c
t

j

ミ 、
m̀ヽ9

希
芯
ミヽ
ミ`

9

9
 

谷t、～ヽ
ミへ

oson
 ̀9 

taren
 `·

 

日
本

、

C

力
<}

画
詞
が 、
前
者へ
は
3`

を
後
者
へ
は
ぎ`
を
膠
着
す
る
事
に
よ
つ
て 、

‘、
さ
含reǹ9
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• 
Ii,, 

... 

．
 

｀ 
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第
八
節

凡
て
是
は
箪
な
る
仮
説
で
は
な
く
て 、

現
今
で
は
第
二
活
用
に
罪
入
さ
れ
て
あ
る
殆
ど
各
非
受
身
励
詞
の
第一
活
用
形
を
維
持
し
た
萬

葉
鋲
及
び
他
の
古
代
典
節
で
は
保
有
さ

れ
て
ゐ
る
古
風
文
駆
逍
物
に
抜
い
て
の
牲
際
の
諭
證
に
従
ふ
事
質
な
の
で
あ
る」。
S

第
三
活
用
動
詞
に
闘
述
し
て
彼
は
次
の
様
に
言
っ
て
ゐ
る 。

左
程
明
白
で
は
な
い
が 、

第
三
及
び
第
二
活
用
が
箪
な
る
相
万
婆
種
で
あ
る
と

云
ふ
事
は
あ
り
得
る
」 。
S

換
言
す
れ
ば 、
彼
は 、
第
三
活

用
動
詞
語
尾
又
は
語
尾
と

誤
認
さ

れ
て
ゐ
る
も
の、

卯
ち
＇
ぎこ
は
多
分
所
開
第
二
活
用
語
尾＇
き`
の
音
墜
笈
種
で
あ
ら
う
と 、

認
容
し

度
が
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る。

Aston
の
見
解
に
闘
述
す
る

上
辿
全
部
の
後
で
は 、
Cha
mbe
rlain
の
解
説
に
於
け
る
「
得
る
」
説
の
詳
細
な
る
吟
味
に
従
事
す
る
必

要
が
な
い
の
は
勿
論
で
あ
る。
が
矢
張
り
此
説
の
媒
窃
の
特
徴
を
露
出
す
る
或
場
所
は
指
摘
し
な
い
認
に
行
か
な
い
。

或
動
詞
に
於
て
は

（
特
に
受
身
の）

ぎ`

の
侃
存
は
充
分
論
耶
的
で
あ
る
が 、

他
の
動
詞
に
於
て
は
餘
分
な
も
の
で
あ
る
と
Cha
mbe
rlain
は
断
言
し
て
ゐ

i
ミd
ミ
ミ`

ids1̀
k1̀

 

kaua、[1̀

Cha
mberla
in
の
見
解
に
腿
す
る
批
判
的
註
解【一
九
ー

ニ
0
頁】

L.

F

b
し

経

研

名
「
迂J〈
」．

 

「
英
U」

「
鵬
行」

苓
芍‘§
g̀

》

唯一
的
な
る
本
源
的「
第一
活
用」
形
か
ら

得
ら

れ
た
の
で
あ
っ
て 、

例
へ
ば

第
十
五
輯

迂
さ ．a、[
ミ 、7̀9

i0
 St
 ぎ̀d1 .1̀9

「
或
動
詞
が
第
三
活
用
形
成
の
為
に
第一
活
用
か
ら

移
っ
た
推
移
過
程
は

io(K0、、zヽ
ミ`·

i0S1`
ぎ
さ`9

送
gd、]ヽ
ミ`

9

八
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日
本
閤
動
詞
現
在
睛
形
態
論

換
言
す
れ
ば 、
彼
は
Aston
と
同
様
な
形
態
矛
盾
に
陥
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る。

的
に
動
詞
、
ミ
「
得
る」
と
同一
で
あ
る
か
ら
と

云
ふ
だ
け
で 、

苓
苓,ren`
は

明
白
な
の
で
あ
る 。

な
い
と

云
ふ
事
を
意
味
す
る。
論
理
率
と

言
語
形
態
論
と
は
同一
で
な
い
と

云
ふ
事 、

ii.. 

（一
七i
-
）

の
謡
問
題
を
解
決
す
る
の
は 、
論
理
學
の
謡
問
題
を
後
者
の
助
力
に
由
つ
て
行
ふ
の
と
同
様 、
不
可
能
で
あ
る
と

云
ふ
事
は
言
ふ
迄
も
あ

る
ま
い。
Cha
mberlain
の
解
説
に
於
け
る
「
得
る」
説
も
亦
Aston
の
解
詮
に
於
け
る
と
同
様 、
形
態
晶
礎
を
有
し
な
い
事
は
此
故
に

必
は
就
中 、
彼
も

亦
Aston
と
同
様
な
形
態
談
謬
を
犯
し
て
ゐ
る
と

云
ふ
事
に
よ
つ
て 、
確
め
ら

れ
る。

第
二
括
用
動
詞
現
在
時
終

紡
及
び
限
定
形
を
Cha
mbe
rlain
が
閉
語
基
プ
ラ
ス
語
尾，1`
及
ぴ，7̀
ミ
に
分
析
す
る
の
を 、
吾
人
は
第
二
漱
剪
頭
に
於
て
見
た
⑰
で

あ
る 。
か
く
て 、
彼
が
上
方
で
語
っ
て
ゐ
る
第
二
活
用
励
詞
も
亦
閉
語
基
プ
ラ
ス
，
ざ
ぶ即
ち
例
へ
ば 、
f~`＿
ぎ`
は
f^
ミ
＋ヽ
ミ
か
ら 、

A
ぷ
息`r
＋
ぎ`

等
か
ら
成
立
せ
ね
ば
な
ら
な
く
な
る 。
同
様
に
例
へ
ば
交
身
動
詞
ミ
ミヽ
ミ
も

亦
)1`~ar
＋
ぎ`

即
ち
閉

語
基
1̀
g' 。フ
ラ
ス
，
ぎ`
に
分
裂
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
が 、
動
詞
さ`
の
助
力
に
由
つ
て
受
身
励
詞
の
派
生
を
姉
ら
す
為
に
彼

が
割
裳
て
て
ゐ
る
共
日
本
口
語
数
科
書
第一―1
0
四
節
で
は
ミ
ミ
ざ`
は

f^`
g
+0r
工
も ，1`
か
ら

形
成
さ
れ
て
ゐ
る
と

言
は
れ
て
あ
る。

砂和
局
Cha
mberlain
の
解
詮
に
於
け
る「
得
る」
説
な
る
も
の
は 、
論
理
駆
の
外
に 、
偶
然
的
苦
膝
合
同
を
未
だ
根
肱
と
し
て
ゐ
る 。

か
く
て
例
へ
ば 、
自
動
詞
に
於
け
る＇d
ミ
は
音
腔
的
に
動
詞
d
ミ
「
在
る」
と
同一
で
あ
る
が 、
釘
應
他
励
詞
に
於
け
る＇
ざ`
は
秤
強

Cha
mbe
rlain
は
前
者
（
例
へ
ば�
ぎ
8
葵
ミ �1̀＂
i
g̀
ぎミ
ミ

等）
は
動
詞

ぎ`
の
助
力
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
ゐ
る
が 、
後
者
（
例
へ
ば
芯
与
ぎ ．lへ
こ
g̀
ken

 ̀）
は
動
詞
ざ`
の
助
力
に
よ
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る

及
び
諭
課
學
の
助
力
に
由
つ
て
言
面
學
的
形
態
諭

る。
是
は 、
Cha m
berlain

が，
3̀
を
動
詞
ぎ`
「
得
る」
と
同一
親
す
る

根
拙
の
標
準
と
な
る
の
は
諭
珈
學
で
あ
っ
て 、
形
態
論
で
は

ii, .. • 
， 
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と
陳
べ
て
ゐ
る 。
偶
然
的
音
整
合
同
の
上
に
建
て
ら

れ
た
類
似
諭
理
的
瞑
想
が
如
何
な
る
債
値
を
有
す
る
や
を 、

吾
人
は
以
上
に
於
て
見

た
次
第
な
の
で
あ
る。

（
一

七
―

二
）

併
し
な
が
ら 、

共
日

本
口
語
文
法
に
於
て
Cha
mberlain

が
第
二
活
用
動
詞
語
尾
「
得
る」

説
を
恰
も

部
分
的
に
は
拗
棄
し
て
ゐ
る
の

を
指
摘
し
な
い
繹
に
行
か
な
い。
三
箇
の
口
語
活
用，

7へ9'
ぎ`

及
ぴ＇
ざ`
と
そ
し
て
文
餅
に
於
て
後
者
二
節
に
封
應
す
る
語
尾
＇～`
ミ
に

就
て
彼
曰
く「ll翌

等
語
尾
の
起
源
は
不
明
で
あ
る
」。
⑤

が
同
時
に
同
上
数
科
書
に
於
て
彼
は
受
身
動
詞
に
於
け
る
語
尾

'
d
r1`

を
動
詞
d
ミ`

と
同一
視
し
て
ゐ
る 。
の

従
つ
て 、

屈
を
調
和
さ
す
の
は
詔
分
徒
努
な
課
題
で
あ
ら
う
し 、

且
共
は
必
要
で
も
な
い
の
で
あ
る。
共
に
到
し
て
は
共
口
語
数
科
習
の
序
文
に
於

て
彼
は
Aston

の
日
本
文
語
文
法
を「
異
常
に
輝
し
い
著
作」
【ad
mi
rably
lu
cid
 wo1
 

,k】
と
し
て
熱
心
に
推
珈
し
て
ゐ
る
し 、

第
二
活

用
動
詞
語
尾一
得
る
」
説
が
丁
度
晋
設
さ
れ
て
も
あ
る
自
分
の
琉
球
語
に
就
て
の
著
作
を
も
亦
指
示
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る。

欧
文
法
に
よ
る「
得
る」
説
の
採
用【
二
0
頁】

日
本
口
語
の
最
良
佛
文
法
の
蒋
者
Balet
は 、
「
得
る」
説
を
墨
守
し

つ
4
、

Cha
mbe
rlain

が
展
開
し
て
ゐ
る

琉
球
語
に
就
て
の
Cha
m,
 

be
rlain
の
蒋
作
を
丁
度
引
證
し
て
ゐ
る
が
故
に 、

必
等
賠
尾
の
起
源
は
不
明
で
あ
る
と

云
ふ
Cha
mberlain
の
上
掲
論
断
を
文
字
辿
り

他
の
著
者
臨
も
Cha
mberlain
の
此
論
断
に
到
し
て
は
注
意
を
向
け
て
ゐ
な
い
が 、

何
と
な
ら
ば
彼
等
は
第
二
活
用
諮
尾
「
得
る
」
説

に
は
理
解
し
よ
う
と
し
な
い
様
に
見
え
る 。
の

第
九
節

或
第
二
活
用
動
詞
に
於
て
は
此
所
刷
席
凡
＇ヽ
ミ
の
起
源
は
不
明
と
は
な
ら
な
い。
凡
て
是
等
の・
矛
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日
本
語
動
詞
現
在
昨
形
態
論

i\. 

を
充
分
理
解
し
て
ゐ
な
い
か
ら
で
あ
る。
成
程 、
彼
等
の
誰
も

が
此
説
の
脈
絡
あ
る
解
説
を
典へ
て
ゐ
な
い
し 、

其
根
源
に
於
て
は
何
等

の
新
し
い
も
の
を
も

持
込
ん
で
ゐ
な
い
が 、
箇
々
の
註
解
の
中
か
ら
此
詮へ
の
確
質
な
る
眺
係
が
充
分
見
ら

れ
る 。

や
G .
B .
 Sanso
m
§
 
は 、
例
へ
ば
f1

奢r
ぎ`
し
g̀

m̀
9
i
0

言 ・7̀
9

k
娑
念`

r .1`

等
の
如
き
受
身 、
使
役
及
び
自

他
の
全
動
詞
語
尼
に
於
て
動
詞「
得
る」
f

ミ`
を
被
見
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る。

此
故
に 、
此
「
得
る」
説
が
日
本
語
現
代
欧
文
法
や
日
本
語
を
研
究
又
は
数
授
す
る
人
々
に
よ
っ
て
も
亦
採
用
さ
れ
て
ゐ
る
限
り
は 、

Cha
mberlain

が
た
とへ

部
分
的
に
も
せ
よ
此
脱
を
拗
棄
し
た
か
否
か
は 、
吾
人
に
と
つ
て
概
し
て
最
早
左
程
重
要
で
は
な
い °
兎
も
角

併
し

其
特
別
な
矛
盾
に
錯
雑
し
て
ゐ
る
此
形
態
不
成
立
設
の
採
用
に
よ
っ
て 、
第
二
活
用
勁
詞
現
在
時
文
語
限
定
形
語
尾
は'7
ミ`
叉
は

＇
さ、
そ
し
て
現
在
叉
は
未
来
時
の
鉗
應
口
語
彫
語
尾
は＇ヽ
ミ
叉
は＇

7 .
lヽ
で
あ
る
と

云
ふ
事
に
就
て
の
問
題
に
於
て
は 、
上
示
の
二
重
性

が
弄
し
く
説
明
も
さ
れ
る
次
第
な
の
で
あ
る。

る
と

思
ふ。

「
得
る」
説
と「
得
る」
動
詞
相
形
成
性
と
に
連
結
す
る
第
二
活
用
動
詞
現
在
時
語
尾【
ニ
―
頁】

「
得
る」
詮
と

述
綜
さ
せ
ら

れ
た
第
二
活
用
動
詞
現
在
時
語
尾
に
就
て
上
述
せ
る
凡
て
は 、
概
観
す
る
と

次
の
様
に
摘
要
す
る
甜
が
出
来

第一
に 、
文
語
に
於
て
は＇円`
が
第
二
活
用
動
詞
現
在
時
終
結
形
語
尾
と
見
倣
さ
れ 、

'7
ミ`
又
は＇
ミ`
が
限
定
形
語
尾
と 、

て
は
＇
ぎ`
叉
は
＇
ミ
が
現
在
又
は
未
来
時
語
尾
と
見
倣
さ
れ
る。

第
十
節

G .
 Spal'
vin

数
授
③
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る 。

第
十一
節

る
能
力
と
そ
し
て
斯
か
る

相

万

除

外

的

言
す
れ
ば 、
布

反

酎

的

相
形
成
性
が
該
動
詞
に
付
典
さ
れ
る。

第
二
に 、
諾
尾
'f̀．
'1
き`9
,
ぎ`
は
動
詞「
得
る」
形
1`
こ`1 、1̀9
ぎ`
と
同
一

硯
さ
れ
る。

是
は
現
在
時
が
此
脱
に
従
ふ
と

動
詞「
得
る」
を
表
現
す
る
と

云
ふ
甜
を
意
味
す
る
の
で
あ
るo

.

第
三
に 、
此
動
詞「
得
る」
は
自
他 、
受
身・
可
能
及
ぴ
使
役
全
動
詞
形
成
に
脳
狽
す
る
形
態
質
と
見
倣
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て 、
叉
は
換

か
く
て 、
同一
形
態
質
'7̀9
97̀ru ,

 9
月`
に
は 、
時
を
表
現
す
る
能
力 、
卯
ち
行
為
が
生
す
る
の
は
談
話
の
瞬
間
に
於
て
か 、
迄
に
か

又
は
後
に
で
あ
る
か
と

云
ふ
指
示
と 、
相
を
表
現
す
る
能
力 、
郎
ち
動
詞
の
語
基
に
よ
つ
て
椋
記
さ
れ
た
行
第
の
主
個
と
客
偕
と
の
間
に

於
け
る
共
々
の
闊
係
と
の 、
二
軍
の
機
能
が
付
典
さ
れ
る
の
で
あ
る。

併
し
な
が
ら 、

若
し
も
Aston
の
見
解
の
吟
味
に
際
し
て
上
示
し
た
様
に
「
得
る」
説
が
宜
際
成
立
し
な
い
の
な
ら
ば 、
時
を
表
現
す

相
形
成
性
と
を
励
詞「
得
る」
に
付
典
す
る
可
能
性
は
裳
然
消
滅
し
て
了
ふ
の
で
あ

第
二 、
第
三
及
び
第
四
活
用
動
詞
現
在
時
語
尾
に
就
て
の
問
題
は
未
決
の
儘
て
あ
る【
ニ
ニ
貝】

此
設
の
形
態
不
成
立
性
を
顧
す
自
分
の
行
っ
た
註
解
は
此
説
を
拗
漿
す
る
に
充
分
で
も
あ
る
と

云
ふ
事
が
勿
論
あ
り
得
る
と
は
し
て

も 、
此
説
の
拗
菜
な
る
も
の
は
矢
張
り 、
特
に
第
二
活
用
励
詞
現
在
時
限
定
形
語
尾
及
び
共
酎
應
口
語
形
語
尾
は
＇1̀7 .1`

叉
は
'
m̀)
，em̀

叉
は
同
じ
＇
ミ
叉
は
何
か
他
の
例
へ
ば
同
じ
母
音
音
墜
質

1｀
の
み
で
あ
る
と

云
ふ
事
に
就
て
の
問
頼
を
未
だ
解
決
し
て
ゐ
な
い 。
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註:

，
 

8
 

7
 

6
 
5
 

4
 

3
 

日
本
畑叩
動
詞
現
在
時
形
態
論

此
外
に

、
＇

、
ミ`

叉
は

＇

ミ
が 、

＇

ぎ`

又
は

＇
ミ`

が 、

が
存
す
る
の
で
あ
る
。

八
五

叉
は

＇
1
`

こ
そ
が
語
尼
で
あ
る
の
か
と

云
ふ 、

第
三
活
用
動
詞
同
上
形
断
尾
に

就
て
の
問
題
も

亦 、

未
決
の
傲
に
な
っ
て
ゐ
る
。
＇

ミ

又
は
ょ`

が
此
虚
で
は

語
尼
で
あ
ら
う

か
と

云
ふ

第
四
活
用
動
詞
と

共
に
亦
問
題

一

言
も
て
す
れ
ば 、

動
詞
形
と

呼
ば
れ
る
も
の
の
語
尾
で
あ
る
も
の
に
就
て
の
問
題
に
於
け
る

上
示
の
矛
盾
は 、

此
問
題
の
語
尾
解
決

に
就
て
で
な
け

れ
ば 、

此
解
決
へ

第
く

道
程
の
目

標
を
作
る
と

云
ふ
事
に
就
い
て
考
へ

さ
せ
る
の
で
あ
る

。

W .
 
G .
 
Aston .
 
A
 G
ra
m
mar
 of
 t
he
 Japa
n
ese
 
W1
 

,
 itte
n
 La
nguage ,
 
pp .
 9
0
-9

 I
 

[
再
版
本
pp .
98
 |
 9] 。

【
以
上
一
三
頁
]

B•
 
H .
 
Cha
m
berlai
n .
 
A
 Si
mpli
fie
d
 Gra
m
mar ,
 
p .
 7

4
 
[!;ii
 
＂

訂
本
pp .
85
 |6
で
は
却
て
二
三
諮
省
略
さ
れ
て
ゐ
る
] °

【
以
上
一
七
｝9]

疇

B•
 
H.
 Cha
m
berlai
n .
 
Essa
y
 i
n
 
Aid
 of
 a
 Gr

am
mar
 
and
 Dictiona
ry
 of
 the
 L
uchua
n
 La
n
guage ,
 p .
 1
44 .
 

同
上 、
p .
1
45 .
 

[
以
上
一
八
頁】

B•
 
H.
 Ch

am
bexl
ain.
 A
 
H
an
dboo
k
 of
 Colloq
ui�l
 Ja
p
an
ese ,
 
p .
 1
65 .
 

同
上 、
�
304 ,
p .
 
J

 99 .
 

Balet .
 
Op .
 
cit. ,
 

p .
 1
29 .
 

O
p .
 cit . ,
 
pp .
 1
2 ,
 1
0
3 ,
 1
29 .
 

•
 

0
 p .
 
cit . ,
 

pp .
 1
!'>4 ,
 1

60
ー1

61 ,
16
5 ,
 199 .
 

[
以
上
二
0
頁]

（
一
七
一
五
）

2
 

9
 .

.

.
 

＂"
・
 

1
 .

.

 
p
1
,
.
 

． 

• 一
. ' 

， 
' I 

．＇ 
， 

．

．
 

1

・
~

）

．

r
9
99.
 

• 

‘‘
 

．．
 

,
 

•• 
．
 

漏
一

，・1
.
.
 r.
 

.' 
—̀ • 

＂ 
r

。̀




